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文部科学省のＧＩＧＡスクール構想により，蒲郡市でも児童・生

徒一人一人にタブレットが配付され，今まで以上に情報モラル教育

の需要性が高まってきたため，本手引きを作成いたしました。 

情報モラルといっても，根本にあるのは基本的なモラル教育が大

切です。モラル教育を進めていくなかで情報モラルにもふれ，道徳

や教科の授業や学活，朝や帰りの短活等において，各学校でご活用

いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この手引きは，すべてデータとして「ファイルキャビネット」の教育委員

会￥10 情報教育部会￥情報教育関連資料￥情報モラル教育資料の中にあり

ます。 

授業案は，全てワード文書です。資料の一部もワード文書があります。先

生方が利用しやすいように編集していただいて結構です。また，不鮮明な資

料は各学校で印刷して利用してください。 



 

１ 情報モラル教育についての基本的な考え方 

情報モラル：情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度 

 1 人 1 台端末を導入したことで、学校において、アカウントやパスワード

の管理方法や学校での「使い方のルール」などを丁寧に教える必要がある。また、

端末を家庭に持ち帰って学習する場合には、家庭での利用についての指導も必

要である。 

ＧＩＧＡスクール構想においては、整備や活用の推進とともに、こうした情報

モラルに関する内容についても適切に行なっていく必要がある。さらに、インタ

ーネット上での誹謗中傷やいじめ、犯罪や違法・有害情報などの問題が発生して

いる現状では、情報社会に積極的に参画する態度を育てることは今後ますます

重要である。そのため、情報モラルの指導はすべての教員が行い、すべての児童

生徒に情報モラルを身に付ける指導が必要である。 

 

２ 情報モラル教育の内容と指導上の留意点 

「情報社会の倫理」 

情報に関する自他の権利を尊重して責任ある行動を取る態度 

「法の理解と遵守」 

  情報社会におけるルールやマナー、法律があることを理解し、それらを守ろ

うとする態度 

「安全への知恵」 

  情報社会の危険から身を守り、危険を予測し、被害を予防する知識や態度 

「情報セキュリティ」 

 生活の中で必要となる情報セキュリティの基本的な考え方、情報セキュリテ

ィを確保するための対策・対応についての知識 

「公共的なネットワーク社会の構築」 

  情報社会の一員として公共的な意識をもち、適切な判断や行動を取る態度 

上記の内容をもれなく扱い、各教科等の目標と情報モラル教育の目標との関

係を明確にする。また、学校の教育活動全体を通して適切に情報モラルを身に付

けるための学習活動を位置付ける。 

 

３ 情報モラル教育の進め方 

（１）子どもたちの実態把握や整理 

   児童生徒を取り巻く情報にかかわる環境は日々変化している。また、多く

情報モラル教育について 
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の児童生徒が、コンピュータや携帯電話・携帯型ゲーム機などを使っている。

さらに、家庭ではインターネットを自由に利用している。まずは、目の前の

児童生徒の実態をしっかり把握することが大切である。 

（２）年間指導計画の作成 

   各教科や道徳、総合的な学習の時間、特別活動等の年間指導計画に情報モ

ラル教育を位置付け学校教育全体で情報モラル教育を推進する。 

（３）指導方法の検討 

   年間指導計画に位置づけられた学習内容を授業や学校教育のさまざまな

場面で指導する方法を検討する。 

（４）実際の指導と評価 

   指導後の授業者の振り返りや児童生徒の感想文などから、実施した指導

内容を評価し、今後に生かす。 
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1 2 3 4 5 6 1 2 3
低 a1-1 約束や決まりを守る 道徳

中 a2-1 相手への影響を考えて行動する 道徳

高 a3-1 他人や社会への影響を考えて行動する 道徳

中 全 a4-1 情報社会における自分の責任や義務について考え，行動する 技術

低 b1-1 人の作ったものを大切にする心をもつ 道徳

中 b2-1 自分の情報や他人の情報を大切にする 学活

高 b3-1 情報にも，自他の権利があることを知り，尊重する 道徳

b4-1 個人の権利（人格権，肖像権など）を尊重する 技術

b4-2 著作権などの知的財産権を尊重する 技術

低 c1-1 生活の中でのルールやマナーを知る 道徳

中 c2-1 情報の発信や情報をやりとりする場合のルールやマナーを知り，守る 道徳

c3-1 何がルール・マナーに反する行為かを知り，絶対に行わない 道徳

c3-2 「ルールや決まりを守る」という」ことの社会的意味を知り，尊重する 道徳

c3-3 契約行為の意味を知り，勝手な判断で行わない 家庭

c4-1 違法な行為とは何かを知り，違法だとわかった行動は絶対に行わない 学活

c4-2 情報の保護や取り扱いに関する基本的なルールや法律の内容を知る 技術

c4-3 契約の基本的な考え方を知り，それに伴う責任を理解する 家庭

中 全 i4-1 ネットワークの公共性を意識して行動する 道徳

d1-1 大人と一緒に使い，危険に近づかない 学活

d1-2 不適切な情報に出合わない環境で利用する 学活

d2-1 危険に出合ったときは，大人に意見を求め，適切に対応する 学活

d2-2 不適切な情報に出合ったときは，大人に意見を求め，適切に対応する 学活

d3-1 予測される危険の内容がわかり，避ける 学活

d3-2 不適切な情報であるものを認識し，対応できる 学活

d4-1 安全性の面から，情報社会の特性を理解する 技術

d4-2 トラブルに遭遇したとき，主体的に解決を図る方法を知る 技術

低 e1-2 知らない人に連絡先を教えない 学活

e2-1 情報には誤ったものもあることに気付く 学活

e2-2 個人の情報は，他人にもらさない 学活

e3-1 情報の正確さを判断する方法を知る 学活

e3-2 自他の個人情報を，第三者にもらさない 学活

e4-1 情報の信頼性を吟味できる 学活

e4-2 自他の情報の安全な取り扱いに関して，正しい知識を持って行動できる 技術

低 f1-1 決められた利用の時間や約束を守る 学活

中 f2-1 健康のために利用時間を決め守る 道徳

f3-1 健康を害するような行動を自制する 学活

f3-2 人の安全を脅かす行為を行わない 学活

f4-1 健康の面に配慮した，情報メディアとの関わり方を意識し，行動できる 保体

f4-2 自他の安全面に配慮した，情報メディアとの関わり方を意識し，行動できる 学+道

中 g2-1 認証の重要性を理解し，正しく利用できる 学活

高 g3-1 不正使用や不正アクセスされないように利用できる 学活

中 全 g4-1 情報セキュリティの基礎的な知識を身につける 技術

小 高 h3-1 情報の破壊や流出を守る方法を知る 学活

中 全 h4-1 基礎的なセキュリティ対策が立てられる 技術

  ・・・指定の道徳の教科書を用いて実施   ･･･その範囲の期間内に実施
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小
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公共的なネット

ワーク社会の構築

高 i3-1 ネットワークは共用のものであるという意識を持って使う

情報社会の倫理

小

小

コード

中 全

中 全

法の理解と遵守

小

高

中学校
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※各列は，左のページとつながっています。
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･･･可能であれば自作の資料で実施

主題名「個人情報の流出」（別添資料）

単元名「情報セキュリティ」（技術教科書Ｐ228）

主題名「情報端末との付き合い方」別添資料

１，２年－主題名「ネット依存」（別添資料） ３年－主題名「自分の生活を見直して」（３年道徳教科書Ｐ82）

主題名「インターネットにつなぐとき」（別添資料）文科省リーフレット（パソコンを使い始める小中学生向け）

主題名「ＩＤとパスワードの利用」（別添資料）

単元名「情報セキュリティ」（技術教科書Ｐ228）

主題名「安全な使い方」（別添資料）文科省リーフレット「スマホ時代の君たちへ」（低学年用）

主題名「インターネットにむちゅう」（３年道徳教科書Ｐ22）

主題名「ネット依存と健康被害」（別添資料）

主題名「プライバシーの侵害」（別添資料）

主題名「情報の信憑性」（別添資料）

主題名「個人情報の流出」（別添資料）

主題名「善意のチェーンメール」（別添資料）

単元名「情報モラル」（技術教科書Ｐ252）

単元名「情報セキュリティ」（技術教科書Ｐ228）

単元名「情報セキュリティ」（技術教科書Ｐ228）

主題名「安全な使い方」（別添資料）文科省リーフレット「スマホ時代の君たちへ」（低学年用）

主題名「情報の信憑性」（別添資料）情報モラル指導事例集Ｐ68

主題名「個人情報の流出」（別添資料）

主題名「チェーンメールへの対応」（別添資料）

⑯ 主題名「ネット利用のマナー」（別添資料）

主題名「認め合い学び合う心」（資料「言葉の向こうに」文部科学省「私たちの道徳」）B－（９）【相互理解，寛容】 の授業内で指導

主題名「安全な使い方」（別添資料）文科省リーフレット「スマホ時代の君たちへ」（低学年用）

主題名「安全な使い方」（別添資料）文科省リーフレット「スマホ時代の君たちへ」（低学年用）

主題名「インターネットにつなぐとき」（別添資料）文科省リーフレット（パソコンを使い始める小中学生向け）

主題名「有害サイトの対応」（別添資料）

主題名「なりすましの危険」（別添資料）

主題名「互いに信頼し学び合って」（資料「知らない間の出来事」文部科学省「私たちの道徳」）Ｂ－(10)【友情，信頼】の授業内で指導

単元名「情報モラル」（技術教科書Ｐ252）

主題名「してよいこと，いけないこと」（２年道徳教科書Ｐ22＋Ｐ26）

主題名「自分のものと他人のもの」（別添資料）

単元名「消費者被害と消費者の自立」（家庭科教科書Ｐ246）

主題名「インターネット上の権利と責任」（６年道徳教科書Ｐ92＋Ｐ97）

単元名「情報モラル」（技術教科書Ｐ252）

単元名「知的財産の保護と活用」（技術教科書Ｐ234）

主題名「みんなのために働く」（資料「みんなのニュースがかり」文部科学省「小学校道徳読み物資料集」）Ｃ－(12)【勤労，公共の精神】の授業内で指導

主題名「よく考えて節度ある生活を」（資料 「少しだけなら」文部科学省「私たちの道徳」）Ａ－(3)【節度，節制】の授業内で指導

主題名「礼儀とマナー」（５年道徳教科書Ｐ18＋Ｐ22）

４年道徳教科書Ｐ120Ｃ－（11），５年道徳教科書Ｐ33，６年道徳教科書Ｐ127Ｃ－（11）【規則の尊重】の授業内で指導

主題名「よりよい買い物の仕方を考えよう」（家庭科教科書Ｐ61）

主題名「法の遵守」（別添資料）

単元名「情報モラル」（技術教科書Ｐ252）

資

料
主な指導内容・学習活動・単元（題材）名 等

主題名「きまりをまもらないと」（１年道徳教科書Ｐ132）

主題名「分かり合うために」（４年道徳教科書Ｐ92＋Ｐ96）
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主題名 きまりをまもらないと              情報モラル（１年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  みんなが使う場所やものは，使う人の気持ちを考えて行動しようとする心情を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 道徳 32「みんながつかうばしょだから」で

話し合ったことを思い出す。 

（未実施の場合は，身のまわりのきまりを思い出

す。） 

○その時の授業を思い出させるため

に，数名の授業の振り返りを抽出し

て読む。 

（きまりを分類して板書する。） 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

・横断歩道を渡るときは手を上げます。 

・図書館では，大きな声を出してはいけません。 

 

 

 

・横断歩道で手を上げないと，交通事故にあうか

もしれないよ。 

・図書館で大きな声を出すと，他の人が本を読む

のに邪魔になるよ。 

 

 

 

・いやな思いをする人が出るから。 

・みんながいやな思いをしないように。 

 

 

〇意見が出ないときは，身の回りのこ

とから考えられるように，登下校や

遊び場など，場所を提示する。 

 

○補助発問として，きまりを守ってい

ない人を見たことがある人から意

見を聞き，その時にどう思ったかを

問う。 

 

 

 

 

〇これまでの発問を振り返りながら

考えさせる。 

 

終 

 

末 

３ 授業を振り返る。 

・使う人みんなが，いやな思いをしないようにき

まりがあるんだね。 

・みんなできまりを守ろう。 

 

４ 教師の話を聞く。 

〇きまりを守ることで，みんなが気持

ちよく使える内容を書いた児童の

振り返りを全体に知らせる。 

（教師は、情報の世界でも同じである

ことを意識しておく。） 

○教師の体験などを紹介する。 

○ 評 価 

  規則があるから守るだけでなく，なぜ規則があるのかを考え，使う人みんなが気持ちよ

く使うために規則を守ろうとする気持ちが高まったか。 

なぜきまりがあると思いますか 

どんなばしょに，どんなきまりがありますか 

そのきまりをまもらないと，どんなことが起こ

ると思いますか 

①きまりをまもらないと 

＜道徳教科書Ｐ１３２＞ 
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主題名 分かり合うために                情報モラル（４年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  人とのやり取りでは，自分の伝えたいことが伝わるように気をつけることが大切である

ことに気づく。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 友達との人間関係を振り返る。 

 

 

・鬼ごっごをやるはずだったのに，公園に行った

ら砂遊びに変わったこと。 

○友達とギクシャクしたときのこと

を想起させる。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

 

《信二》 

・最新式の遊具が期待外れであったこと。 

《さとし》 

・りょうが来なくて自分と遊んだことを，信二が

「つまらない」と言ったと思っている。 

 

 

 

・信二は，さとしの気持ちを考えて話したり，行

動したりする配慮が足りなかった。 

 

 

○信二とさとしの関係図を使って，二

人の「つまらなかった。」と捉えた

違いを確認する。 

○信二は失望していたが，それはさと

しと二人だったからではないこと

は押さえておく。 

○この日，信二とさとしは，会ってか

らすれ違いが重なっていたことに

着目させたい。 

 

○ワークシートを工夫して，二人がそ

れぞれ足りないところを考えやす

く示しやすいようにする。 

終 

末 

３ Ｐ96「インターネット上のやり取り」を読ん

で，インターネット上でのコミュニケーション

について考える。 

４ 授業を振り返る。 

・相手が困らないように，しっかりと考えてから

送信しよう。 

○受け手の立場で考えさせる。 

 

 

○正しく伝わる工夫をしていきたい

という内容を書いた児童の振り返

りを全体に知らせる。 

○ 評 価 

  人とのやり取りの中で思いや考えを伝えるときは，正しく伝わる工夫をするなどして伝

えようとする気持ちが高まったか。 

信二とさとしには，どんなことが足りなかっ

たのでしょう 

②つまらなかった（インターネット上のやり取り） 

信二とさとしにとって「つまらなかった。」と

いう言葉は，それぞれどういうことを表して

いたのだろう。 

相手の気持ちが分からなくてこまったこと 

＜道徳教科書 P９２・Ｐ９６＞ 
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主題名 互いに信頼し学び合って              情報モラル（高学年） 

 

 

  

○ 目 標 

  相手の気持ちを考えて行動し，友情を深めていこうとする心情を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 友だちについて考える。 

 

 

・いっしょに遊んでくれる時。助けてくれる時。 

○子どもたちが運動場で遊んだり，教

室で話したりしているときの写真

を提示する。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・せっかく仲良くなれると思ったのに，これでは

連絡が取りにくい。 

・連絡取るような友たちがいなかったのかな。 

 

 

 

・まさかこんなことになるなんて。本当は仲良く

したかったの。ごめんね。 

・私が勝手に思い込んでメールを流したの。ごめ

んなさい。これから仲良くしていきたいの。 

 

・みかが勝手な思い込みをメールに書いた。 

・みんながうわさ話としてメールを流した。 

・メールで人のことを書いてはいけない。 

 

〇みかの残念に思う気持ちや驚いた

気持ちに共感できるようにする。 

 

 

 

○誤解を招いてしまった反省の気持

ちやこれから仲良くしていきたい

という気持ちをとらえ，信頼し合う

ためには互いに理解し合うことが

大切であることを考えられるよう

にする。 

 

〇みかのメールと友だちから聞いた

メールの内容を提示し，メールの怖

さ（拡散や内容が変わっていくこと

等）についても考えられるようす

る。 

終 

 

末 

３ 授業を振り返る。 

・直接，友だちに会って，友だちの思いも聞きな

がら，自分の思いを伝えたほうがいいな。 

 

４ 今まで友達に対する誤解が解けて，さらに友

情が深まった教師の話を聞く。 

〇よりよい友だち関係を築くために

は，これから大切にしたいことは何

かについて考える。 

 

○教師の体験などを紹介する。 

○ 評 価 

  自分の思いや考えを，場に応じた態度で適切に伝えることが大切であることに気づき， 

 相手の気持ちを理解し，より良い友だち関係を築こうとする気持ちが高まったか。 

友だちがいて良かったと思う時はどんな時で

すか 

電話番号の紙をきれいにもどし，あゆみに電

話しようとしているみかは，どのようなこと

を伝えようとしているのでしょう 

あゆみが携帯電話をもっていないことを知っ

たみかは，どんなことを思ったのでしょう 

何がいけなかったと思いますか 

③知らない間の出来事         Ｂ－(10)【友情，信頼】 

－ 7 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料は次ページにあります】 
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み
か
の
回
想

（
九
月
一
日
）

二
学
期
が
始
ま
っ
た
日
、
転
入
生
を
む
か
え
た
。
転
入
し
た
あ
ゆ
み
さ
ん
は

自
己
し
ょ
う
か
い
で
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

じ

こ

「
私
は
、
漫
画
が
好
き
で
、
読
む
の
も
か
く
の
も
両
方
好
き
で
す
。
特
に
、
最

ま
ん

が

近
は
漫
画
を
か
く
こ
と
に
夢
中

で
す
。
早
く
み
ん
な
友
だ
ち
に
な
り
た
い
で

ま
ん

が

む

ち
ゆ
う

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

私
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ
れ
は
私
の
趣
味
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
か
ら
だ
。
私

し
ゆ

み

も
漫
画
が
大
好
き
で
、
最
近
は
、
か
く
ほ
う
に
夢
中
だ
っ
た
。

ま
ん

が

（
よ
し
、
あ
ゆ
み
さ
ん
と
友
達
に
な
っ
て
、
漫
画
を
か
い
て
遊
ぼ
う
。）

ま
ん

が

ま
ず
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
聞
い
て
、
そ
れ
か
ら
遊
ぶ
時
間
と
場
所
を
決

め
よ
う
と
思
い
、
あ
ゆ
み
さ
ん
に
声
を
か
け
た
。

私
は
、
再
び
び
っ
く
り
し
た
。
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な

け
い
た
い

か
っ
た
。
せ
っ
か
く
、
漫
画
の
話
が
で
き
る
と
思
っ
た
の
に
…
…
。
家
の
電
話

番
号
が
書
か
れ
た
メ
モ
用
紙
は
、
小
さ
く
丸
め
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
つ
っ
こ
ん
だ
。

も
し
か
し
て
、
あ
ゆ
み
さ
ん
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

け
い
た
い

友
だ
ち
と
連
絡
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
…
…
。
と
い
う
こ
と
は
、
友
達
が
あ
ま

れ
ん
ら
く

り
い
な
い
子
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
思
い
、

《
今
度
の
転
校
生
、
携
帯
持
っ
て
な
い
ん
だ
っ
て
。
友
達
あ
ま
り
い
な
い
み
た

け
い
た
い

い
。
こ
れ
は
推
測
だ
け
ど
。》

す
い
そ
く

と
、
メ
ー
ル
に
書
い
て
ク
ラ
ス
の
友
達
に
送
っ
た
。

（
九
月
二
日
）

朝
、
教
室
に
入
る
と
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
あ
ゆ
み
さ
ん
の
こ
と
を
う
わ
さ
し

て
い
る
声
が
耳
に
入
っ
た
。

授
業
も
終
わ
り
、
帰
り
の
会
で
、
い
き
な
り
あ
ゆ
み
さ
ん
が
手
を
挙
げ
て
言

い
出
し
た
。
そ
れ
は
、
前
の
学
校
の
根
も
葉
も
な
い
こ
と
を
メ
ー
ル
で
流
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
な
ん
で
、
そ
ん
な
こ
と
が
メ
ー
ル
で
流
れ
た
の
だ
ろ

う
。放

課
後
、
ク
ラ
ス
の
友
達
に
聞
い
て
み
た
。

「
さ
っ
き
の
あ
ゆ
み
さ
ん
の
話
な
ん
だ
け
ど
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た

の
。」

「
私
の
メ
ー
ル
に
は
、
《
今
度
の
転
校
生
は
、
携
帯
を
持
っ
て
な
い
か
ら
、
仲
間

け
い
た
い

外
れ
に
さ
れ
て
、
こ
の
学
校
に
入
っ
て
き
た
ら
し
い
。
》
と
、
書
い
て
あ
っ
た

よ
。」

私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
は
っ
と
し
た
。
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
は
、
私
が
書

い
た
メ
ー
ル
が
い
つ
の
間
に
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
私
の
思
い

こ
み
が
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
は
…
…
。

頭
の
中
は
、
あ
ゆ
み
さ
ん
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

私
が
、
電
話
番
号
の
書
い
て
あ
っ
た
紙
を
き
れ
い
に
も
ど
し
、
あ
ゆ
み
さ
ん

の
家
に
電
話
を
し
た
の
は
夕
方
の
こ
と
だ
っ
た
。

文
部
科
学
省
「
私
た
ち
の
道
徳
」

－ 9 －
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⑩
知
ら
な
い
間
の
出
来
事

あ
ゆ
み
の
回
想

（
九
月
一
日
）

い
よ
い
よ
、
新
し
い
学
校
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
父
の
転
勤
と
は
い
え
転

て
ん
き
ん

校
は
不
安
だ
っ
た
が
、
自
己
し
ょ
う
か
い
の
後
、
み
ん
な
か
ら
拍
手
を
も
ら
い
、

じ

こ

は
く
し
ゆ

こ
れ
か
ら
楽
し
く
や
っ
て
い
け
そ
う
な
気
が
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
校
門
か
ら
道
路
に
出
よ
う
と
す
る
と
き
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
み
か

さ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

「
ね
え
、
あ
ゆ
み
さ
ん
。
私
た
ち
な
ん
だ
か
仲
良
し
に
な
れ
そ
う
な
気
が
す
る

の
。
そ
の
訳
は
後
で
メ
ー
ル
す
る
か
ら
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
教

わ
け

け
い
た
い

え
て
。
」

「
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
。
で
も
、
ご
め
ん
ね
。
私
、
携
帯
電
話
…
…
、
持

け
い
た
い

っ
て
い
な
い
の
。
そ
の
代
わ
り
う
ち
の
家
の
電
話
番
号
、
教
え
る
か
ら
。
」

と
言
っ
て
、
メ
モ
用
紙
に
家
の
電
話
番
号
を
書
い
て
わ
た
し
た
。

み
か
さ
ん
は
、
メ
モ
用
紙
を
受
け
取
る
と
、
が
っ
か
り
し
た
様
子
で
、

「
え
っ
、
携
帯
持
っ
て
な
い
の
。
う
う
ん
、
じ
ゃ
あ
、
ま
た
ね
。
」

け
い
た
い

と
言
っ
て
、
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
が
前
に
い
た
学
校
で
は
、
携
帯
電
話
は
本
当
に
必
要
な
か
っ
た
し
、
親
か

け
い
た
い

ら
も
ま
だ
早
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
持
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。

（
九
月
二
日
）

新
し
い
学
校
で
の
二
日
目
。
教
室
に
入
る
と
、
み
ん
な
の
視
線
が
何
だ
か
自

し

せ
ん

分
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
思
い
切
っ
て
と
な
り
の
席
の
男
の

子
に
聞
い
て
み
た
。

「
ね
え
、
な
ん
で
み
ん
な
私
の
方
を
見
て
い
る
ん
だ
ろ
う
。
」

「
そ
れ
は
ね
、
た
ぶ
ん
、
あ
ゆ
み
さ
ん
の
こ
と
が
書
か
れ
た
メ
ー
ル
の
こ
と
だ

と
思
う
よ
。」

「
え
っ
。
な
ん
て
書
い
て
あ
っ
た
の
。」

「
今
度
転
校
し
て
き
た
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
前
の
学
校
で
仲
間
外
れ
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
こ
の
学
校
に
転
校
し
て
き
た
ん
だ
っ
て
。
ね
え
、
そ
れ
本
当
な
の
。
」

私
の
心
は
、
お
ど
ろ
き
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

（
ど
う
し
て
私
が
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
本
当
に
仲
間
外

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。）

私
は
ど
き
ど
き
す
る
胸
の
鼓
動
を
聞
き
な
が
ら
、
帰
り
の
会
で
発
言
し
た
。

む
ね

こ

ど
う

「
私
は
、
前
の
学
校
で
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
と
仲

良
し
で
し
た
。
根
も
葉
も
な
い
こ
と
を
メ
ー
ル
で
勝
手
に
流
さ
れ
た
り
し
て
、

と
て
も
悲
し
い
で
す
。
み
ん
な
が
メ
ー
ル
の
こ
と
を
本
気
に
し
て
し
ま
う
と

い
や
な
の
で
、
勇
気
を
出
し
て
言
い
ま
し
た
。」

帰
り
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
先
生
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
が
、
わ
き
目
も
ふ
ら

ず
家
に
帰
っ
た
。

「
あ
ゆ
み
に
電
話
よ
。
」

と
い
う
母
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
の
は
夕
方
四
時
ご
ろ
だ
っ
た
。
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主題名 情報モラル                  情報モラル（中学生）技術 

 

  

 

○ 題材の計画 【情報セキュリティと情報モラル】 

 ①情報セキュリティ 

②情報モラル（本時） 

 ③知的財産の保護と活用 

○ 本時のねらい 

・情報モラルの必要性と，情報を収集・発信するときに注意することを知る。 

・情報社会で人権などの権利を尊重する必要性を考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 教科書 P252 の３つの事例について，話し合

う。 

＜効果＞ 

・画像などでより詳しく伝えられる。 

・早く，継続的に情報を伝えられる。 

＜注意点＞ 

・個人が特定されないように気をつける。 

・伝えたいことが確実に伝わる工夫をする。 

○利用するメリットも押さえたうえ

で，注意点の話し合いにする。 

（可能であれば、最近おこった実際の

ニュース等を入れてみるのもよ

い。） 

展 

 

 

開 

２ 情報モラルの必要性を考え，話し合う。 

・これまで，たくさんの人がいやな思いをしてい

るニュースを見たよ。だから，絶対に必要こと

だと思う。 

３ 次の３点について考える。 

＜権利＞ 

・人には，個人の情報に対する権利がある。 

＜責任と義務＞ 

・自分や他の人の情報は，正しく管理する責任が

ある。 

＜ルールや法律＞ 

・故意に嘘の情報を発信してはいけない。 

・個人情報保護法っていうのがある。 

○個人やグループで考えさせ，多様な

意見が出るようにする。 

 

 

 

○３つまたは６つのグループを作り，

グループごとにテーマについて考

え，発表させる。 

○発表内容の不足分は，教師が補う。 

終 

末 

４ これからの生活での情報発信において，気を

つけることを確認する。 

○これまでの経験や授業での事例を

踏まえ，自分が気をつけるべきこと

を考え，発表させる。 

○ 評 価 

情報社会の中で権利と責任について理解し，適切に行動していこうとする意識を高める

ことができたか。 

④情報モラル 
＜技術教科書Ｐ２５２＞ 
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ワークシート 

情報モラル 

（  ）年（  ）組（  ）番（          ） 

◇３つの事例について考えよう 

 

◇情報モラルがなぜ必要だと思いますか 

 

◇次の３点について考えよう 

権利 責任と義務 ルールや法律 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◇これからの生活で気をつけること 

 写真をＳＮＳに掲載 ＳＮＳを見る，書き込む 知らない人とＳＮＳで話す 

やることの 

メリット 

 

   

注意する点 
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主題名 してよいこと，いけないこと            情報モラル（２年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  してよいことといけないことを判断する大切さについて考え，しっかりと区別する判断

力を高める。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

５ 

分 

１ 悪い気持ちは無かったけど，相手を困らせて

しまった自分の経験を振り返る。 

・ロッカーの整頓をしてあげたら，困っていた。 

・教室のごみを片付けたら，落とし物だった。 

・友達の家で，勝手にゲームを借りて遊んでしま

った。 

○自分の経験を思い起こさせること

で，自分事として考えさせたい。 

展 

 

 

開 

25

分 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・角がついたら，かいじゅうがもっとかっこよく

なると思った。 

・のりおくんがよろこんでくれる。 

・もっとかっこよくしたい。 

 

 

・ひどい，なぜ角があるの…嫌だ。 

 

 

・勝手に人の作品をいじってはいけなかった。 

・自分がいいことだと思っても，のりおくんにと

ってはいやなことだった。 

○悪気なくのりおくんの作品に角を

つけた，たくみくんの気持ちを考え

させる。 

〇教材を読み進めながら，その場面ご

とに登場人物の気持ちを考えさせ

る。 

 

〇のりお君とたくみ君の思いを対比

させることで，気持ちのすれ違いが

おきることについて気づかせる。 

○「してよいこと，いけないこと」を

考える大切さを捉えさせる。 

 

 

終 

 

末 

15 

分 

３ Ｐ26「友達が作ったものは」を読んで考える。 

 

・勝手にまねされて嫌な気持ちになる。 

・先に言ってくれたのでうれしい。 

４ 授業を振り返る。 

○友達の作品をまねるところは同じ

だが，事前に了解を得ることで，相

手の受取方が違うことを気づかせ

る。 

○ 評 価 

  他者を尊重する気持ちを大切することに気づき，してよいことといけないことを区別し

ようとする意識が高まったか。 

のりおくんの姿を見て，たくみくんはどんな

ことに気がついたでしょう 

⑤角がついたかいじゅう（友達が作ったものは） 

たくみくんはどんな気持ちでのりおくんの作

品に角をつけてしまったのでしょう 

＜道徳教科書Ｐ２２＞ 

のりお君が角のついた自分の作品を見たと

き，どんな気持ちになったでしょう 

①と②の場合のじろう君の気持ちを考える。 
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主題名 自分のものと他人のもの             情報モラル（中学年） 

 

 

  

○ 目 標 

  自分の情報も他人の情報も，情報を扱うときに大切なことを理解し，正しい行動をとる

際の判断力を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 日本のキャラクターをまねた海外のキャラ

クターの写真を見て感想を聞く。 

○まねたキャラクターを営業に使用

していることなどを説明する。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

 

 

・用事があったのだからしかたがないと思った。 

 

 

 

・Ｂさんとクラスのみんなにあやまって，もう一

度デザインを考えるまで待ってもらうように

お願いする。 

 

 

・真似はいけないから，一から作り直す。  

・いいところを真似するのはいけないのかな。 

・真似をするなら聞いた方がいいね。 

 

 

 

○自分だけでなく，家族のことを考え

た行動であることを押さえる。 

 

 

○些細な行動が，思いもよらないこと

になったとき，どう責任をとったら

よいかを考えさせる。 

○自他の権利を尊重して責任ある行

動を取ることの大切さを理解させ

る。 

○真似をすることについて、相手の気

持ちをふまえて、真似の程度や相手

に対する対応を考えさせる。 

終 

 

末 

３ 授業を振り返る。 

・他人のまねをする時には，その人に言ってから

にしよう。 

 

４ 教師の話を聞く。 

 

○日常生活において，こうした自他の

権利を尊重した行動がとれている

かを振り返らせる。 

 

○著作権について簡単に紹介する。 

○ 評 価 

  自分が作ったものも他人が作ったものも，同じように扱い，大切にしようとする意識が

高まったか。 

勝手に他人のものをまねすると，どんな問題

が起こるかを考える 

⑥友だちの作品をまねしたら（情報の権利） 

Ａさんは，どんな気持ちで作品をまねしたと

思いますか 

廊下でもめているとき，A さんは，どのよう

な行動をとればいいと思いますか 

改めて旗を作るとき，みんなならどのような

ことを注意して作りますか。 
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＜導入用資料＞ 
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「他人のものをまねしたら」 

 

Ａさんが通っている小学校では，５月に運動会があります。その運動会では，

クラスできそうおうえん用のはた作りがあります。 

４月の中ごろ，Ａさんのクラスではた作りの担当をきめることになり，絵のじ

ょうずなＡさんがえらばれました。Ａさんもやる気まんまんで，引きうけました。

Ａさんには，となりのクラスですが，仲のいいＢさんという友だちがいました。

Ｂさんも絵がじょうずで，Ｂさんのクラスのはた作りの担当になっていました。 

二人はいっしょにデザインを考えようということになり，Ｂさんの家にあつ

まってデザインを考えました。Ｂさんは，アイデアが浮かび，どんどんデザイン

の絵をかいていきます。しかし，Ａさんはまったくアイデアが浮かびません。 

「Ａさん，まだアイデアが浮かばないの？がんばってね。」 

「Ｂさんは，すぐにアイデアがでるなんてすごいね。しかも，とてもいいデザイ

ンだね。」 

「Ａさんだって，がんばれば，もうすぐアイデアが浮かぶよ。」 

こんな会話をしながら，時間がすぎていき，とうとう何もかけないままその日は

終わってしまいました。 

 ある日Ａさんは，クラスの学級委員に， 

「Ａさん，はたのデザインは決まった?もう，はたにかかないと運動会に間に合

わないよ。」 

Ａさんは， 

「ごめんね。まだなの。もう少しまってくれる?」 

しかし，学級委員は， 

「間に合わないんだから，今日中にデザインを決めてください。決まるまで帰ら

ないでね。」 

といわれてしまいました。Ａさんは，（え～，今日ははやく帰って，お母さんと

新しい服を買いに行く予定なのに・・・）と思いましたが，学級委員のいうこと

も分かります。そこで，（そうだ！Ｂさんのデザインをまねして少しかえれば大

丈夫かな。もう時間がないからしょうがない。）と思い，Ｂさんのデザインをま

ねしたものを自分なりに少しかえたものを学級委員に出して帰りました。 
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 次の日，Ａさんが学校に行くと，Ａさんのクラスの学級委員とＢさんのクラス

の学級委員が教室の前でもめていました。 

「あなたたちのクラスが，私たちのクラスのデザインをまねしたの?」 

「君たちのクラスがまねしたんじゃないのか?」 

「だれがその絵をかいたんだ？」 

そこに，B さんが登校してきて， 

「2 枚とも，私がかいた絵みたい。どうして？」 

 

A さんは，なんて言ったらいいのか，わからなくなってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が
ん
ば
れ
！ 

フ
ァ
イ
ト
！ 
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主題名 インターネット上の責任と権利           情報モラル（６年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  インターネットを利用するときの責任について理解し，責任ある行動をとる際の判断力

を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 情報端末を使った通信の経験について確認

する。 

○経験のない児童には，写真等サイト

の説明を丁寧にする。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

 

 

・みんなに喜んでもらえると思った。 

 

 

 

・友だちや親に相談する。 

 

 

 

・肖像権の侵害。 

・プライバシーの侵害。 

 

 

 

○自分だけでなく，みんなのことを考

えた行動であることを押さえる。 

 

 

○映っている人すべての承認を得れ

ばいいだけでなく、他にも生じる可

能性のある問題もあることを自覚

させたい。 

○インターネット上で侵害されやす

い権利についての知識を付けさせる

とともに，自他の権利を尊重して責任

ある行動を取ることの大切さを理解

させる。 

 

終 

 

末 

３ 授業を振り返る。 

・自分が写真を投稿するときは，十分考えて，他

の人がいたら承諾を得てからにしよう。 

 

４ 教師の話を聞く。 

○日常生活において，こうした自他の

権利を尊重した行動がとれている

かを振り返らせる。 

 

○教師の体験などを紹介する。 

○ 評 価 

  インターネットを利用するときの責任と相手やまわりへの影響も考え，自律的で責任あ

る行動を取ろうとする意識が高まったか。 

インターネットを利用するときには，どんな

責任がともなうのだろう 

⑦気に入らなかった写真（インターネット上の責任） 

お姉さんは，どんな考えで写真を投稿したと

思いますか 

お姉さんは，投稿する前に，どのような行動

をとればよかったと思いますか 

Ｐ97「インターネット上の権利」を読んで，

お姉さんが侵害した権利が何かを発表する 

＜道徳教科書Ｐ９２・Ｐ９７＞ 
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主題名 知的財産の保護と活用                情報モラル（中学生）

技術 

 

  

○ 題材の計画 【情報セキュリティと情報モラル】 

 ①情報セキュリティ 

②情報モラル 

 ③知的財産の保護と活用（本時） 

○ 本時のねらい 

・知的財産を保護する必要性を理解し，適切な利活用について考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 教科書 P234 の５つ事例について，合法か違

法か話し合う。 

・描いた本人の許可を得たなら大丈夫だよ。 

・ブランドのロゴをコピーするのはいけないよ。 

 

○既習の知識で判断させるが，きちん

と答え合わせをする。 

展 

 

 

開 

２ 知的財産権と著作物の利用について，教科書

を読んで確認する。 

 

 

３ 教科書 P235 の３つの事例について，適切か

どうか考える。 

・テレビを録画したものは，その場で見るなら，

誰とみても大丈夫だと思う。 

・映画館でスマホに録画するのはだめじゃない。 

 

○教科書の図を参考に，つくった側と

利用する側の両者の立場で確認す

る。 

 

○個人やグループで考えさせ，多様な

意見が出るようにする。 

 

○P236 の著作権の制限を使って確認

する。 

終 

 

末 

４ 知的財産の保護や利活用についてまとめる。 ○誰もが，安心してアイデアを考えて

いけるために知的財産が保護され

ていることへの理解を深めたり，適

切に利活用してよりよい社会生活

を送ろうという意識を高めたりす

る。 

○ 評 価 

知的財産を保護するために法律などで守られていることを知り，その権利を尊重しなが

ら有効に利用しようとする意識を高めることができたか。 

 

 

 

 

⑧知的財産の保護と活用 
＜技術教科書Ｐ２３４＞ 
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ワークシート 

知的財産の保護と活用 
（  ）年（  ）組（  ）番（          ） 

◇５つの事例について，合法か違法か考えよう 

 

◇知的財産権を確認しよう 

 

◇次の３点について考えよう 

テレビの番組を録画して，家族，または，

友だちと視聴した。 

 

 

映画館の入場料を払って視聴している作品

をスマートフォンで撮った。 

 

 

公式のものでない動画投稿サイトにあるミ

ュージックビデオを自分のスマートフォン

にダウンロードした。 

 

 

◇今日の授業を振り返って 

インターネットの無料素材を利用して，学校の玄関に掲示する文化祭の宣

伝用ポスターをつくった。 

 

友だちの描いた絵が素晴らしかったので，許可を得てＳＮＳにアップロー

ドした。 

 

 

有名なアーティストの曲をアレンジしたものを演奏，録音して学校の公式

サイトで紹介した。 

 

ブランドのロゴを自分でコピーしたシールをバザーで販売した。 

 

 

図書館から借りた絵本の内容がとてもよかったので，妹のために複製した。 
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主題名 みんなのために働く                情報モラル（低学年） 

 

 

  

 

○ 目 標 

  働くことのよさを感じて，責任をもってみんなのために働こうとする心情を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ みんなのためになる仕事はどんなものがあるか

考える。 

 

・係の仕事 ・日直 ・掃除 ・給食当番 

○係や当番の仕事に着目させ，

ねらいとする道徳的価値への

方向付けをする。 

 

展 

 

 

開 

２ 教材「みんなのニュースがかり」を聞き，けいす

けの気持ちについて考え，話し合う。 

 

 

 

・ちゃんと書いたつもりだったのに，どうしよう。 

・怒られちゃったなあ。もうやりたくないよ。 

 

 

 

・わざとじゃなくても，読んだ人はその嘘を信じてし

まうから，困る人が出てくるよ。 

・書かれた人も「嘘つき。」って言われて，読んだ人

とけんかになるかもしれない。 

 

 

 

・みんなが喜んでくれて嬉しいな。 

・これからはちゃんと調べてから書こう。 

○紙芝居による資料提示をして

視覚化を図り，内容を把握し

やすいようにする。 

 

 

 

○情報モラルの視点について学

ぶことができるように，不確

かな情報があふれていること

に気付き，間違った情報を発

信することの不利益について

も考えられる補助発問をす

る。 

 

○みんなのために働いてよかっ

たという成就感を味わわせる

ことで，ねらいとする価値に

迫れるようにする。 

終 

 

末 

３ 今までの体験を振り返り，勤労について考える。 

 

 

・みんなが喜んでくれて嬉しかった。 

・もっとみんなのための仕事をしたい。 

○勤労について，自分のこれま

での生活を振り返ることで，

今後よりよく生きていくため

の思いや課題について考えら

れるようにする。 

○ 評 価 

 周りに喜んでもらえるように責任をもって働くことのよさを感じて，みんなのために働 

こうとする気持ちを高めることができたか。  

みんなのための仕事は，どんなものがありますか 

「みんなのニュース係だね。」と言われたとき，け

いすけはどんな気持ちになったかな 

しょんぼりとニュースを眺めているけいすけは，

どんな気持ちかな 

みんなのために仕事をしたとき，どんな気持ちに

なったかな 

わざと嘘を書いたわけではないのに，なぜ，みんな

は怒ったのかな？ ちょっとくらい，嘘だったとし

てもいいんじゃないの 

⑨みんなのニュースがかり Ｃ－(12)【勤労，公共の精神】 
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【資料は次ページにあります】 
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主題名 よく考えて節度ある生活を             情報モラル（中学年） 

 

 

  

 

○ 目 標 

  よく考えて行動し，節度ある生活をしようとする態度を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

１ インターネットを使った経験についてのア

ンケート結果を確認する。 
 
 
 
・ゲームを見たり，メールをしたりしているよ。 

○インターネットが生活の中で数多

く利用されていることに気づかせ

るために，インターネットの使用状

況について事前にアンケートを取

り，結果を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・見るぐらいなら大丈夫だろう。 

・危ないことなんか何もないよ，きっと。 

 

 

 

・約束はしたけど，やっぱりやりたい。 

・名前を入れるぐらいで，ゲームの新しいステー

ジがもらえるならラッキーだな。 

  

 

 

・本当は，えらくないんだ。約束を破ってしまっ

たんだ。 

・少しだけって思ったけど，あんなことしなけれ

ばよかった。 

・ごめんなさい。次からは，もう絶対にしないよ。 

３ 自分の生活についてふり返り，今後の行動に

ついて考える。 

・ゲームの時間を守らなかったことがあるから，

これからはちゃんと守りたい。 

○全体像を把握しやすくさせるため

に，場面絵を掲示する。 

○ゲームがほしい気持ちと母親との

約束の間でゆれるあつしの葛藤に

共感させるために，「どのような思

いでサイトを見たのか」「なぜ，も

う一度電源を入れて名前を入力し

ようとしたのか」などの補助発問を

する。 

○あつしが名前を入力してしまった

時の気持ちに共感させるために，今

までの生活で，同じような経験をし

た児童に意見を発表させる。 

 

○後悔の気持ちだけでなく，これから

気をつけていこうとする気持ちに

ついても考えさせる。 

 

○「少しだけなら」という場面を，今

の自分の生活に広げるために，自分

の心を見つめさせる。 

○本時のねらいに迫った意見を書い

ている子を数人指名し，発表させ

る。 

終 

末 

４ インターネット使用時のトラブルについて，

教師の体験した話を聞く。 

○インターネットの危険性について，

具体的な事例を示す。 

○ 評 価 

  叱られるからやらないのではなく，自分で考えて正しい行動をしていこうとする意欲  

を高めることができたか。 

インターネットでどんなことをしたことが

ありますか 

お母さんに尋ねられ，下を向いてぽつりと答
えたあつしは，どのようなことを思っていた
のだろう 

なぜ、あつしはもう一度タブレットの電源を入

れて，名前を入力しようとしたのだろう 

怪しいサイトは見ないと約束していたのに，
あつしは，どのような思いでサイトを見たの
だろう 

⑩少しだけなら        Ａ－(3)【節度，節制】 
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【資料は次ページにあります】 
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主題名 礼儀とマナー                  情報モラル（５年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  あいさつに関する３つの事例を通して，あいさつや礼儀は形式ではなく，心を込めて行

うことが大切であることを理解して相手に接する意識を高める。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 日頃のあいさつについて振り返る。 ○日頃あいさつができている子を認

め賞賛する。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・頭を下げたからいいじゃないか。 

 

 

 

・どうしてあいさつしてくれないのだろう。 

 

 

 

・母の知り合いの人も同じことを思ったかも。 

 

 

 

 

・あいさつをすると，お互いが気持ちよくなる。 

 

○自分の経験を振り返らせ，自分のこ

ととして考えさせる。 

 

 

 

○「ぼく」が両方の立場になったこと

で，気づいたことを考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

○あいさつのもたらす効果について

考えさせ，自分自身のこれまでのあ

いさつについても触れさせる。 

終 

 

末 

３ Ｐ22「インターネット上のマナー」を読む。 

 

 

４ 授業を振り返る。 

・どんな場面でも，あいさつや礼儀は大切だね。 

○直接の対面でない非対面の場合は，

より一層配慮が必要であることを

伝える。 

 

 

○ 評 価 

  礼儀やマナーがなぜ必要かを考え，その意義を理解し，相手に真心をもって接しようと

する意識を高まったか。 

「ぼく」が分かったような気がした「あいさ

つや礼儀が大切なわけ」とは，どんなことで

しょう 

⑪あいさつって（インターネット上のマナー） 

母に「きちんとあいさつもできないの？」と

言われた「僕」は，どんなことを考えていた

でしょう 

通り過ぎていった男子にむっとした「ぼく」

はどんなことを思ったのでしょう 

土曜日のことを思い出した「ぼく」は，どん

なことを考えたのだろう 

＜道徳教科書Ｐ１８＞ 
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主題名 みんなが気持ちよく                情報モラル（４年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  自ら進んできまりやマナーを守ろうとすることの大切さについて考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまでの自分の経験（順番を待って並ん

だ）を振り返る。 

・遊園地で乗り物の順番を並んで待った。 

○自分の経験を思い起こさせること

で，自分事として考えさせたい。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・いけないことだったのかな。 

 

 

 

・自分のことしか考えていなかった。 

・他に並んでいた人は怒っていたかな。 

 

 

 

・まわりの人のことを考える。 

・順番を守る。 

・きまりを守る。 

 

○よし子の考え方は，自分勝手な理屈

であることを押さえたい。 

 

 

○よし子の何がいけなかったのかや

まわりの人への迷惑につながるこ

とに目を向けさせるようにしたい。 

 

 

○自分がつらい状況の時には，自分の

ことを優先に考えてしまい，まわり

の人のことを考えにくくなること

を押さえ，だからこそどんなことに

注意すればよいかを考えさせたい。 

終 

 

末 

３ 今日の授業を振り返る。 

４ 先生の話を聞く。 

 

○情報の世界にもきまりやマナーが

あることに触れ，目の前の生活と同

じように，きまりやマナーを守るこ

とが大切であることを話す。 

○ 評 価 

  きまりやマナーは何のためにあるのかを理解し，進んで守ろうとすることの大切さを考

えることができたか。 

みんなが気持ちよく過ごすためには、どんな

ことが大切でしょう。 

⑫雨のバスていりゅう所で 

お母さんに並んでいたところまで連れて行か

れたとき，よし子はどう思ったでしょう。 

お母さんの横顔を見ながら，よし子は，自分

のしたことをどう考えていたでしょう。 

＜道徳教科書Ｐ１２０＞ 
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主題名 よりよいきまりとは                情報モラル（５年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  自ら進んできまりやマナーを守ろうとすることの大切さについて考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ きまりがあるのに，守られていない理由につ

いて考える。 

・ゲームは，夜９時までなのに，欲望を抑えられ

ずに，時間が過ぎてもやってしまう。 

○自分の欲求を押さえられなかった

り，独りよがりの考えを持ってしま

ったりすることがあることに気づ

かせる。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・ごみをポイ捨てする人がいる。 

 

 

 

・ごみは分別して捨てましょう。 

 

 

・みんなが気持ちよく使うため。 

 

 

 

・「ごみはごみ箱へすてましょう」 

 

 

 

・みんなが安全に気持ちよく過ごせること。 

 

○どうして，気になったかを問うこと

で，一人が周囲に及ぼす影響に気づ

かせる。 

○多面的な理由が出るように，グルー

プで考えさせる。 

  

 

○みんなが気持ちよく過ごすために，

きまりがあることを理解させる。 

 

○呼びかけの形にすると，具体的な行

動が想起されることに気づかせた

い。 

 

○ワークシートに個人の考えを書か

せた後で，グル－プで意見交流して

共有させる。 

終 

 

末 

３ 今日の授業を振り返る。 

４ 先生の話を聞く。 

〇情報の世界にもきまりやマナーが

あることに気づかせるために，身近

な情報機器の扱い方やトラブル防

止のためのポスターを提示し，きま

りの大切さについて説話する。 

○ 評 価 

  きまりやマナーは何のためにあるのかを理解し，進んで守ろうとすることの大切さを考

えることができたか。 

あなたがきまり作るとき，大事にしなければ

ならないのは，どんなことですか 

⑫公園のきまりを作ろう 

公園の絵を見てどんなことが気になりますか 

気になったことを解決するためには，どんな

きまりがあるといいですか 

きまりを考えるときに大切にしたことは何ですか 

公園の管理人になったつもりで，看板を作っ

てみましょう 

＜道徳教科書Ｐ３３＞ 
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主題名 法やきまりを守って                情報モラル（６年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  自他の権利を守るために，規則やきまりを守ろうとすることの大切さについて考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ きまりを破ってしまいそうな時がどんな時

かを考える。 

・急いでいるとき。 

・遊ぶことに夢中になりすぎているとき。 

○日々の生活の中で，ついきまりを破

ってしまったときの経験を想起さ

せる。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・おじいちゃんが死んでしまいそうなのに，規則

を守らなければいけないのか。 

 

 

 

 

・お父さんが一番おじいちゃんのところへ行きた

かったんだ。 

・もしお父さんがきまりを守っていなかったら，

おじいちゃんが悲しんでいたかもしれない。 

 

 

 

・みんなが安心して暮らせるため。 

 

 

○ただ急いでいるのではなく，倒れた

おじさんに早く会いたいという思

いに駆られていることを押さえる。 

 

○早く目的地に行きたい気持ちはみ

んな同じで，誰よりもおじいちゃん

に会いたかったお父さんの気持ち

を考えさせる。また、それでもきま

りを守ったお父さんの思いについ

て考えさせたい。 

 

 

 

○これまでの話し合いをもとに考え

させる。 

終 

 

末 

３ 今日の授業を振り返る。 

４ 先生の話を聞く。 

○自転車のながら運転の危険性を呼

びかける動画を見せ，情報機器を使

ったながら運転の危険性や，誤った

使い方をすることで，周りの人に迷

惑がかかってしまうことを話す。 

 

○ 評 価 

  お互いの生活を守るために，規則やきまりは必要なものであることを理解し，進んで守

ろうとする意識を高めることができたか。 

法やきまりを守ることは，どうして大切なの

でしょう 

⑫ここを走れば 

父が路側帯を走らなかったとき，「ぼく」は，

どんなことを考えていたでしょう 

父の涙を見ながら「ぼく」はどんなことを考

えていたでしょう。 

＜道徳教科書Ｐ１２７＞ 
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主題名 売買契約の基本              情報モラル（５年生）家庭科 

 

  

○ 目 標 

○題材の計画 【よりよい買い物の仕方を考えよう】 

 ①何にお金を使っているのだろう     ②買う前に考えることは何だろう 

 ③買い物の仕組みって何だろう（本時）  ④身近なものの選び方・買い方を考えよう 

 ⑤商品から情報を収集・整理しよう    ⑥工夫して買い物をする計画を立てよう 

○本時のねらい 

・買い物の仕組みや様々な買い物の仕方について理解するとともに，契約の基本的な考

え方について理解する。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 教科書 P61「買い物の仕組み」の①～④のう

ち，買い物の約束が成立するのは何番か考え

る。 

○契約という言葉を押さえ，口頭でも

この契約が成立することを知らせ

る。（答えは②） 

 

展 

 

 

開 

２ 消費者と売り手のロールプレイを見て，売買

契約の基礎を確認する。 

・お金を払う前に，契約が成立しているんだ。 

・レシートは，きちんと受け取らないといけない

んだ。 

 

 

 

３ 契約売買での注意点を確認する。 

・子どもでも契約が成立するから気をつけない 

といけないね。 

・商品券やいろいろなカードでも買い物ができ 

るよ。 

○ロールプレイで動きを見て，契約成

立の場面を視覚的にも確かめさせ

る。 

○インターネット上の買い物での契

約成立場面にもふれる。 

事業者からの承諾の通知が消費者

に到達した時点 

 

○消費者の都合だけでは返品ができ

ないことを押さえる。 

○インターネットの売買では，子ども

だけの判断でしないで，大人に確認

することを押さえる。 

終 

 

末 

４ 買い物の仕組みについて振り返る。 

・コンビニなどの買い物でも意識したい。 

・エコバッグを利用することで，ゴミの削減に協

力したい。 

○ワークシートに，売買契約の仕組み

や注意点をまとめさせる際に，消費

者として配慮する点も考えさせる。 

○ 評 価 

買い物の仕組みや様々な買い物の仕方について理解するとともに，対面の売買でもイン

ターネットによる売買でも，契約の基本的な仕組みについて理解することができたか。 

 

⑬よりよい買い物の仕方を考えよう 
＜家庭科教科書Ｐ６１＞ 
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ワークシート 

買い物の仕組みって何だろう 

５年（  ）組（  ）番（          ） 

契約成立は

いつ？ 

（    ）番 

 

売買契約の

基礎 

 

 

 

 

売買契約の

注意点 

 

 

 

 

ま と め  
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主題名 法の遵守               情報モラル（中学生）３０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・パスワード管理の重要性を確認する。 

  ・他人の IDとパスワードでログインしただけで法律違反になることを知る。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ パスワードが他人に知られるとどんな被害

があるか確認する。 

・なりすまして，情報を発信される。 

○パスワードが漏れると，どんな危険

があるか確認させる。 

展 

 

 

開 

２ 教材の前半を読んで話し合う。 

 

 

・Ａ君のパスワードを盗み見て，勝手にログイン

した。 

 

 

・人が見ているところで，パスワードを入力した。 

 

３ 教材の後半を読む。 

 

○パスワードを見るだけでなく，勝手

にログインしたことを押さえる。 

 

 

○Ａ君にも落ち度があることを押さ

える。 

 

 

○「不正アクセス禁止法」という法律

があることを紹介し，勝手にログイ

ンしただけで法律違反になること

を強調する。 

終 

末 

４ 授業を振り返る。 ○法律違反だからだめということよ

りも，法律違反になるほどいけない

ことだという点を押さえる。 

○ 評 価 

  無断で他人の ID とパスワードでログインしただけで法律違反になることを知り，パスワ

ード管理の重要性を確認できたか。 

 

 

※後半の資料として，「不正アクセス禁止法」警視庁のハイパーリンク 

不正アクセス 警視庁 (tokyo.lg.jp) より 

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kurashi/cyber/law/fusei_access.html 

 

 

⑭これって法律違反なの？ 

Ｂ君は，どのようなことをしたのでしょう 

Ａ君に，問題はありませんでしたか 
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【資料は次ページにあります】 
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「これって法律違反なの？」 

 

ある日の社会科の授業のことです。この日の授業は，地域の伝統について，イ

ンターネットを利用して調べる授業でした。みんな，前の時間の体育の授業から

急いでコンピュータ教室に移動しました。Ｂ君は，自分の席に着くと，すぐさま

目の前のパソコンを立ち上げ，ログインしました。この学校では，授業時間の前

までにログインするようになっていたのです。 

「キンコーン，カーンコーン」 

授業開始のチャイムが鳴りました。日直が開始の号令をかけようとしたとき，あ

わててＡ君がコンピュータ教室に入ってきました。Ｂ君はＡ君の隣の席でした。 

 「体育の授業の片付けチェックで遅くなりました。」 

Ａ君は，体育係で，みんなの片付けの確認をしていて遅くなったのです。社会科

の先生も，開始の号令を止めさせ，Ａ君がログインするのを待ちました。先生は， 

「待っている間，他の者は，教科書の○ページを読んでいなさい。」 

と言いました。Ａ君は，Ｂ君の隣に座り，すぐにログインしていました。Ｂ君は，

教科書を読まずに，隣のＡ君の様子を見ていました。すると，Ａ君のパスワード

が見えて，わかってしまいました。 

 （あっ，Ａ君のパスワードがわかっちゃった。もしかして，僕がやってもＡ君

でログインできるのかな。） 

Ｂ君は，興味半分でＡ君のパスワードで再びログインしました。 

 （お，入れたぞ。） 

少し，満足したような気持ちになって，自分のパスワードで入り直しました。 

ちょうどその頃に，先生が開始の号令の指示を出しました。 
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 授業が終わり，Ｂ君が教室に戻ろうとしたとき，すぐさま先生がＢ君を呼んで

言いました。 

 「Ｂ君，ちょっといいかな。君は，授業が始まるとき，Ａ君のパスワードを見

て，Ａ君のパスワードでログインしたね。」 

Ｂ君は， 

 「すみません。でも，僕はログインしただけで，何も悪いことはしていません。

すぐに自分のパスワードでログインし直して，授業にも支障はありませんでし

た。」 

と答えました。しかし，先生は， 

 「いや，ログインしただけでもだめだぞ。これは，法律にも違反する行為なん

だ。」 

その後，続けて先生から指導を受けました。この指導で，Ｂ君は，人のパスワ－

ドでログインするとその人に大きな被害が生じることがあることやログインし

ただけでも法律違反になることを知りました。これから，自分が気をつけるとと

もに，友達にも教えてあげようと思いました。 
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主題名 消費者被害と消費者の自立         情報モラル（中学生）家庭科 

 

  

○ 目 標 

○ 題材の計画 【消費者被害と消費者の自立】 

 ①なくならない消費者被害 

「ワンクリック詐欺」や「定期購入の条件に気づかない」にふれる 

 ②消費者を支えるもの 

 ③消費者の権利と責任（本時） 

○ 本時のねらい 

・身近な事例をもとに，消費者の権利と責任について考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 教科書 P252 の事例があったらどうするか考

える。また，同じようなトラブルがあったら発

表する。 

・ドーナツを買ったお店に問い合わせる。 

・マックで頼んだ商品が袋に入っていなかった。 

○売買の問題は，いつ誰にでも起こり

うることであることを押さえる。 

展 

 

 

開 

２ 消費者の８つの権利と５つの責任について

確認する。 

・こんな権利や責任があったんだ。 

 

３ 消費者の権利と責任について具体例（教科書

P254～）を挙げて考える。 

・これまで，こんなに考えてものを買ったことな

かった。 

 

４ 導入で出たトラブルについて，どう行動する

のかをグループごとに考える。（必要に応じて

ＩＣＴを活用する） 

５ 考えた行動をグループごとに発表する。 

○対面売買でもインターネット売買

でも同じであることを押さえる。 

 

 

○商品によって，権利や責任は一つで

はないことを押さえる。 

○権利を主張することは，責任を遂行

する必要があることも押さえる。 

 

○インターネットでの売買の例がな

い場合は，教師が例をつくって考え

さえる。 

終 

 

末 

４ 消費者の権利と責任について振り返る。 

・いろいろな視点で，きちんと考えて購入するよ

うにしたい。 

○これまで自分がしてきた売買と授

業で知ったことを合わせて，これか

らどうしたいかを考えさせる。 

○ 評 価 

消費者の権利と責任について理解するとともに，対面の売買でもインターネットによる

売買でも，消費者として適切に行動していく大切さを理解することができたか。 

⑮消費者の権利と責任 
＜家庭科教科書Ｐ２５２＞ 
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ワークシート 

消費者の権利と責任 

（  ）年（  ）組（  ）番（          ） 

あなたなら

どうする？ 

 

 

消費者の 

８つの権利 

○             ○ 

○             ○ 

○             ○ 

○             ○ 

消費者の 

５つの責任 

○             ○ 

○             ○ 

○  

グループで 

話し合う 

＜トラブル＞ 【              】 

＜対  応＞ 

 

※ SKYMENU やコラボノートを使うのもよい 

 

 

 

 

 

 

 

ま と め 
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主題名 ネット利用のマナー                情報モラル（高学年） 

 

 

  

○ 目 標 

  ・ネットワークはみんなで使うものであることに気づき，お互いに自分勝手な行動を取

らないように気をつけて利用しようとする態度を身に付ける。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ インターネットの利用目的や問題点について

ふり返る。 
 ・LINE でメッセージを送ったことがあるよ。 
 ・オンラインゲームでけんかになったな。 

○自分事としてとらえやすいように，児

童の経験を確認する。 

展 

 

 

開 

２ 教材の前半を読んで話し合う。 

 

 

 

・ゲームに負けてつまらない。 

・いやな思いをしたくない。 

 

３ 教材の後半を読んで話し合う。 

 

 

 

・いいところだったのに，悔しい気持ち。 

・勝手に止めて怒れる。 

 

 

 

・自分の思いだけで，途中で止めてしまう自分勝

手なところ。 

 

 

○登場人物の立場が分かるように板

書する。 

○この時のＡ君の気持ちを確認する。 

 

 

 

 

○相手が切断したときの気持ちと昨

日のことを思い出したときの両方

のＡ君の気持ちを確認する。 

 

 

○オンラインゲーム（ＳＮＳを含むイ

ンターネットの世界）は，コンピュー

タの向こうに，実際の相手がいること

を押さえる。 

終 

末 

４ 授業を振り返る。 ○ゲームにかかわらず，インターネッ

トを利用することは，相手がいるこ

とに気づいた人の文を紹介する。 

○ 評 価 

  ゲームにかかわらず，インターネットを利用することは，相手がいることに気づき，自

分勝手な行動をしないようにする意識を高めることができたか。 

⑯勝ち負けが決まらないゲーム 

途中でゲームを止めてしまったＡ君は，どん

な気持ちだったのでしょうか 

ゲームの相手が突然ゲームを止めたときのＡ

君は，どんな気持ちだったのでしょうか 

Ａ君やゲームの相手のどこがいけなかったの

でしょうか 
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「勝ち負けが決まらないゲーム」 

 

最近オンラインゲームを始めたＡ君。これまで，なかなか買ってもらえなくて

我慢してきたため，やっと手に入れたこともあり，毎日かかさずゲームをやって

います。特に，対戦型のオンラインゲームに夢中になっていました。 

そんなある日， 

「今日は調子が悪いなあ。」 

今日は，何回やっても勝てません。 

 「だめだ，相手を変えてもう一度やってみよう。」 

何回やっても勝てないので，相手を変えて対戦することにしました。しかし，そ

の対戦でも･･･。 

 「やばいぞ，このままだと，また負けてしまう。こんなんじゃ，つまらない！

もうやめだ！」 

と言って，対戦途中で，いきなり電源を切ってしまいました。この日は，モヤモ

ヤした気分だったので，お風呂に入ってすぐに寝てしまいました。 
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 次の日，学校が終わり，家に帰って宿題をして，Ａ君がゲームを始めました。 

 「おっ，今日は調子がいいぞ。これなら勝てそうだ！」 

今日のＡ君は，調子がいいようです。昨日のこともあって，気分も上がってきま

した。 

 「よし，次で最後の一撃だ！」 

と思って，ボタンを押そうとしたときです。いきなり画面が真っ黒になりました。 

 「どうしたんだろう。壊れてしまったのかな。」 

Ａ君は，心配になりましたが，しばらくすると画面に 

 

 対戦相手がゲームを中断しました・・・  

 

というメッセージが表示されました。これを見たＡ君は， 

 「なんだよいいところだったのに！」 

と怒れてきました。しかし，Ａ君は昨日のことを思い出しました。 

 「そういえば，昨日も自分が・・・。」 

そんなとき，お母さんの声が聞こえてきました。 

 「晩ご飯ができたわよ。Ａの好きなハンバーグよ。はやくいらっしゃい。」 

Ａは大好きなハンバーグを食べても，あまりおいしいと感じることができませ

んでした。 
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主題名 認め合い学び合う心                情報モラル 中学生 

 

 

 

○ 目 標 

  多くの人が SNS を利用している実情を背景に，主人公の行動や気持ちを考えることで，

人それぞれにいろいろなものの見方や考え方があることを理解し，寛容の心を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される生徒の発言 指導上の留意点 

 

導 

 

入 

 

１ SNS を身近なものとしてとらえる。 

 

 

・掲示板に好きな芸能人の悪口が書いてあった。 

・知らない人と SNS 上で言い争いになった。 

○教材理解を助け，関心を高めるため

に SNS の例を挙げる。 

○身近な問題であることを意識させ

るために，時事問題などの具体例を

話題にする。 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・相手が先に悪口を書き込んだから仕方ない。 

・加奈子も言い返しているから悪い。 

・お互いに悪口を言っているから，両方悪い。 

 

・顔が見えないから，言いたいことが正しく伝わ

りにくい。 

・自分のことを知らない人が相手だから，無責任

に発言してしまうことがある。 

 

 

 

・いろいろな考え方があるのは当然。 

・多くの人が見ているから，見る人の気持ちを 

考えることも大切。 

・顔が見えなくても相手への思いやりは大切。 

○加奈子の対応について，多面的にと

らえさせるために，肯定と否定の両

方の立場で考えさせる。 

○多様な考えを引き出すために，ペア

やグループで話し合う時間をとる。 

○言葉だけでは，正しく伝わらないこ

とがあることを理解させるために，

SNS 上の会話と日常会話の違いを

考えさせる。 

○会話はその場限りだが，SNS は永

久に残ることにふれる。 

○寛容な行動の大切さに気付かせる

ために，無責任さを取り上げる。 

○言葉の向こうにいる人々の顔を思

い浮かべることが大切であるとい

うことに気付かせるために，加奈子

は最後に何とコメントするだろう

か考えさせる。 

終 

末 

３ 今日の授業で学んだことを振り返り，これか

らの生活で心がけたいことについて書く。 

○これからの行いについて具体的に

考えさせる。 

○ 評 価 

人にはそれぞれ考え方があり，相手の立場になって物事を考え，寛容な心で他者と接す

ることが，望ましい人間関係を築く上で大切であることに気付くことができたか。 

SNS を使っていて，嫌な経験やトラブルにな

ったことはありますか 

加奈子が思い出した一番大事なこととは何だ

ろうか 

⑰言葉の向こうに      
【B－（９）相互理解，寛容】 

「負け惜しみなんて最低。悔しかったら，そ

っちもゴール決めたら。」と書き込んだ加奈

子の対応をどう思いますか 

日常と SNS 上の会話とでは何が違うのかな 
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主題名 安全な使い方           情報モラル（１，２年生）２０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・インターネットを使うときはきまりを守る。 

  ・なるべく大人の人といっしょに使い，何かあったときにすぐに大人の人に確認するこ

と。 

  ・知らない人に連絡先を教えないこと。 

  ・決められた利用の時間や約束を守る。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 資料の表面の問いをみんなでやる。 ○同じような経験のある子がいるか

確認する。 

展 

 

 

開 

２ 資料の裏面を教師が範読しながら，１の答え

とともに説明する。 

 １スマホやネットを使いすぎないように 

①夜遅くまで遊ばない！ 

  ②買うときは家の人と相談する 

  ③登録も家の人と相談する 

 

 ２他の人を傷付けたりしないように 

  ①人のものを勝手にネットに上げない 

  ②動画を見るときは時間を決めて 

  ③悪口はやめよう 

 

 

○児童に語りかけるように，例を挙げ

ながら説明する。 

 

終 

末 

３ 授業を振り返る。 ○安全な使い方を知り，「○○に気を

つけて使いたい。」を言う考えをと

りあげ，全体に伝える。 

○ 評 価 

  インターネットを利用することは，きまりを守り，いつも大人に確認をしてもらえるよ

うな状況で使うようにするという意識を高めることができたか。 

⑱スマホ時代のキミたちへ 
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フ

ォ
ン

を
持

た
せ

る
際

に
は

、
携

帯

電
話

会
社

な
ど

が
提

供
す

る
「

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
」

の
設

定
を

お
願

い
し

て
い

ま
す

。
フ

ィ
ル

タ
リ

ン

グ
は

、
お

子
様

に
と

っ
て

不
適

切
な

情
報

（
薬

物
・

成
人

動
画

な
ど

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

遮
断

し
た

り
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
の

ト
ラ

ブ
ル

を
防

い
だ

り
す

る
の

に
役

立
ち

ま
す

。

　
本

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

は
、

ト
ラ

ブ
ル

が
起

こ
っ

て
し

ま
う

前
に

「
ち

ょ
っ

と
待

っ
て

！
」

と
子

供
た

ち
に

一
歩

立
ち

止
ま

ら
せ

、
自

ら
考

え
さ

せ
る

内
容

に
な

っ
て

い
ま

す
。

日
頃

か
ら

御
家

庭
で

、
お

子
様

の
安

全
を

第
一

に
イ

ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
の

使
い

方
を

話
し

合
っ

て
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

保
護

者
の

皆
様

へ

①
夜

遅
く

ま
で

遊
ば

な
い

！

・
 　
遊

ぶ
時

間
を

決
め

ま
し

ょ
う

。

・
 　
決

め
た

時
間

を
守

り
ま

し
ょ

う
。

・
 　
早

寝
、

早
起

き
し

ま
し

ょ
う

。

③
登

ろ
く

は
お

家
の

人
に

相
談

し
て

！

・
 　
名

前
・

住
所

・
電

話
番

号
な

ど
の

個
人

   
情

報
を

入
力

す
る

と
き

は
、

お
家

の
人

   
に

相
談

し
ま

し
ょ

う
。

・
 　
ゲ

ー
ム

で
知

り
合

っ
た

人
に

個
人

情
報

   
を

送
信

し
た

ら
だ

め
だ

よ
。

②
買

う
時

は
お

家
の

人
に

相
談

し
て

！

・
 　
ほ

し
い

も
の

が
あ

る
時

は
、

お
家

の
人

   
に

相
談

し
ま

し
ょ

う
。

①
違

法
な

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

や
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
は

ダ
メ

！

・
 　
他

人
の

作
っ

た
音

楽
や

マ
ン

ガ
な

ど
を

   
そ

の
ま

ま
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
す

る
の

は
違

法

   
だ

よ
。

・
 　
違

法
に

ネ
ッ

ト
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

さ
れ

た

　
　
も

の
だ

と
知

っ
て

て
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る

   
の

も
違

法
だ

よ
。

②
動

画
を

見
る

と
き

は
時

間
を

決
め

て
！

・
 　
自

動
さ

い
生

す
る

と
、や

め
ら

れ
な

く
な

る
よ

。

・
 　
時

間
を

決
め

、
け

じ
め

を
つ

け
ま

し
ょ

う
。

③
悪

口
は

や
め

よ
う

！

・
 　
誰

か
を

き
ず

つ
け

る
書

き
込

み
は

だ
め

だ
よ

。

・
 　
誰

が
書

い
た

か
分

か
る

こ
と

も
あ

る
よ

。

つ
か

ほ
か

ひ
と

け
ん

　
 り

し
ん

　
が

い

ま

も
ん

 だ
い

じ
ょ

う

せ
い

 か
つ

か
　

　
　

も
の

か
ね

あ
ん

 ぜ
ん

ふ
あ

ん
か

ん
そ

う
だ

ん
ま

ど
ぐ

ち

わ
る

 ぐ
ち

む
だ

ん
 け

い
さ

い
そ

う
だ

ん
 ま

ど
ぐ

ち

も
ん

ぶ
か

が
く

し
ょ

う

ほ
う

む
き

ょ
く

ち
ほ

う
 ほ

う
む

き
ょ

く

じ
か

ん
 
こ

ど
も

こ も
  よ

け
い

さ
つ

し
ょ

と
ど

う
ふ

け
ん

け
い

さ
つ

し
ょ

う
ね

ん
そ

う
だ

ん
ま

ど
ぐ

ち

そ
う

だ
ん

ま
ど

ぐ
ち

さ
い

  い
   

か

ど
く

り
つ

ぎ
ょ

う
せ

い
ほ

う
じ

ん
こ

く
み

ん
せ

い
か

つ
せ

い
か

つ
ぜ

ん
こ

く
し

ょ
う

ひ
と

う

せ
い

し
ょ

う
ね

ん
た

い
し

ょ
う

け
い

さ
つ

そ
う

だ
ん

せ
ん

よ
う

で
ん

わ

し
ょ

う
ひ

し
ゃ

ち
ょ

う
し

ょ
う

ひ
し

ゃ
い

　
や

　
や

う
け

つ
け

じ
か

ん

う
け

つ
け

じ
か

ん
ご

   
ご

   
   

  じ
ご

   
ご

   
   

  じ

へ
い

じ
つ

ご
ぜ

ん
じ

じ
ふ

ん
ふ

ん
ご

ご

じ
ん

け
ん

じ
ん

け
ん

そ
う

だ
ん

う
け

つ
け

ま
ど

ぐ
ち

じ
ん

け
ん

こ

ば
ん

ぜ
ん

こ
く

き
ょ

う
つ

う

じ
か

ん
う

け
つ

け
じ

か
ん

そ
う

 だ
ん

 ま
ど

 ぐ
ち

じ
ど

う
  せ

い
と

ほ
  ご

  
し

ゃ
 た

い
し

ょ
う

じ
ど

う
  せ

い
と

ほ
  ご

  
し

ゃ
 た

い
し

ょ
う

こ
そ

う
　

だ
ん

　
ま

ど
　

ぐ
ち

す
ど

う
　

が
み

か
と

き
う

ち
ひ

と
そ

う
  だ

ん

あ
そ

き

き
ま

も

は
や

　
ね

は
や

　
お

じ
　

か
ん じ

　
か

ん

じ
　

ど
う

じ
　

か
ん

き

せ
い

だ
れ

か

だ
れ

か
わ

こ

た
　

に
ん

つ
く

お
ん

 が
く

い
　

ほ
う

い
　

ほ
う

し

い
　

ほ
う

う
ち

そ
う

 だ
ん

と
き

ひ
と

う
ち

そ
う

 だ
ん

し

そ
う

 し
ん

あ
ひ

と
こ

　
じ

ん
 じ

ょ
う

ほ
う

じ
ょ

う
 ほ

う
に

ゅ
う

 り
ょ

く

な
  ま

え
で

ん
　

わ
　

ば
ん

  ご
う

こ
　

じ
ん

じ
ゅ

う
 し

ょ

ひ
と

と
う

う
ち

ひ
と

そ
う

  だ
ん

あ
そ

よ
る

  お
そ

い
　

ほ
う

ど
う

　
が

み
じ

　
か

ん
き

わ
る

  ぐ
ち
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主題名 安全な使い方           情報モラル（３，４年生）２０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・インターネットを使うときはきまりを守り，安全に使うこと。 

  ・何かあったときにすぐに大人の人に確認すること。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 学校以外でのインターネットの使い方を確

認する。 

 ・お母さんといっしょの時だけやる。 

 ・自分のタブレットがあるから，部屋で一人で

YOUTUBE を見てるよ。 

○なるべく自分事として捉えるため

に，使っている状況を想起させる。 

展 

 

 

開 

２ 資料の裏面を教師が範読しながら，子どもた

ちのインターネットの使い方をふまえて説明

する。 

 １パスワードは友達にもヒミツ 

 ２メールのリンクやファイルはすぐには 

開かない 

 （３はふれない） 

 ４困ったら大人に相談しよう 

 

 

○児童に語りかけるように，例を挙げ

ながら説明する。 

 

終 

末 

３ 授業を振り返る。 ○安全な使い方を知り，「○○に気を

つけて使いたい。」を言う考えをと

りあげ，全体に伝える。 

○ 評 価 

  インターネットを利用することは，きまりを守り，心配なときは大人の人に確認をして

もらうことが大切であるという意識を高めることができたか。 

⑲インターネットにつなぐとき 

－ 57 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料は次ページにあります】 
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イ ン タ ーネット につなぐと き

守っ てほし い、大切なこ と

イ ン タ ーネッ ト は便利で大き な可能性があり 、 世界中と つながる こ と ができ ますが、 それを 悪用する

人も います。 一人一人が意識し て自分の身を 守る こ と が大切です。

パソ コ ンを 使い始める小中学生向け

●「 パスワード 」について： 長く て複雑なほど盗
ぬす

まれにく く なり ます。 アルフ ァ ベッ ト や数字、 記号を 組み合わせたも のにし まし ょ う 。 他で使っ

ている パスワード と 同じ も のを使い回さ ないこ と 。 さ ら に、 パソ コ ンやソ フ ト を 使う と き（ ロ グイ ンなどと 呼ばれます）、 パスワード だけで

なく 、 スマホの機能や指
し も ん

紋認
にんし ょ う

証なども 組み合わせれば、 も し パスワード が盗
ぬす

まれても 守ら れます。 こ のよ う に、「 あなたし か知ら ないも の

（ 例： パスワード ）」「 あなたし か持っ ていないも の（ 例： スマホに届
と ど

く ショ ート メ ッ セージ）」「 あなた自身を表すも の（ 例： 指
し も ん

紋）」 と いっ た

別の要素の方法を組み合わせてログイ ンするこ と を「 多要素認
にんし ょ う

証」 と 言い、 さ ら に強く 守る方法になり ます。

●「 アッ プデート 」について： パソ コ ンやスマホなどに入っ ているアプリ やソ フ ト は、 攻
こ う げき

撃で狙
ねら

われるよう な弱点が見つかれば、 作っ た人がそれ

を修正し て、 使っ ている人に知ら せます。 こ れを「 アッ プデート 」 と いいます。 いつも 使っ ているアプリ やソ フ ト がアッ プデート するか聞い

てきたと きは、 速やかにアッ プデート し まし ょ う 。

3
パソ コ ンなどは 
常に最新の状態にし て弱点を なく す

アプリ やソ フト が古いまま弱点が残っ ていると 、 そこ を 悪い

人や最新のウイルスが狙
ねら

っ てきます。「 後で」 にせず、 最新に

アッ プデート し まし ょ う 。 スマホも 同じ です。 ただし 、 学校の

パソ コ ンなどは大人がちゃんと 守っ ているので、 自分でする

必要はあり ません。

4 困っ たら 大人に相談し よう

相談するこ と は悪いこ と ではあり ません。 こ こ に書いてある

ポイ ント を守っ ていても 、 悪い人が狙
ねら

っ てく るこ と も あり ま

す。 困
こ ま

っ たら 、 １ 人で悩
なや

んだり そのままにし たり せず、 詳
く わ

し

い人や信
し んら い

頼できる大人にまずは相談し まし ょ う 。

1 パスワード は友達にも ヒ ミ ツ

家の鍵
かぎ

と 同じ で、 盗
ぬす

まれると パソ コ ンに侵
し んにゅ う

入さ れて悪用さ れ

ます。 誕
たんじ ょ う び

生日など簡
かんたん

単に分かるのも ダメ 。 できるだけ長く て

複雑なパスワード にし てヒ ミ ツ の場所に保管するか、先生や

保護者と 相談し まし ょ う 。

パスワード はね…

2
メ ールのリ ンク やフ ァ イ ルは 
すぐ には開かない

パソ コ ンを乗っ 取るウイ ルスが仕込まれていたり 、 パスワー

ド などを盗
ぬす

も う と し たり し ます。 LINE などでも 同じ よう に注

意。 不安な気持ちや「 心の隙
すき

」 を突
つ

いてきて、 知っ ている人

になり すますこ と も あるので、 変だと 思っ たら 誰かに確認し

まし ょ う 。

ダメ ッ
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も っ と 詳
く わ

し いこ と を知り たいあなたへ
そも そも 、イ ンタ ーネット っ て、何だろう ？

「 コ ンピュ ータ 」と「 イ ンタ ーネッ ト 」は違う

　 今ではコ ンピュ ータ （ パソ コ ンなど） は当たり 前のよう にイ ンタ ーネッ ト につながっ ていますが、

最初のこ ろ は全く 違
ち が

いまし た。 パソ コ ン同士で情報を やり 取り するこ と ができ なかっ たため、 パソ

コ ンの世界は目の前のパソ コ ンの中で完結し ていまし た。 いわば「 閉じ た世界」 だっ たのです。

　 その「 閉じ た世界」 に大き く 変化を 与
あた

えたのが、 イ ン タ ーネッ ト の技術です。 イ ン タ ーネッ ト

によ っ て、世界中のパソ コ ンがつながり 、情報をやり 取り するこ と が可能になり まし た。 その結果、

パソ コ ンの世界は目の前のパソ コ ンから 文字通り 世界中に広がり まし た。 いわば「 開かれた世界」

になっ たのです。

　 その変化があまり にも 大き すぎたため、「 イ ン タ ーネッ ト 」 と いう 言葉は、 その技術により つな

がっ た、「 開かれた世界」 を も 表すよ う になり まし た。

「 イ ンタ ーネッ ト 」が持つ性質

　 開かれた世界であるイ ン タ ーネッ ト は、 次のよう な点で、 閉じ た世界と は決定的に違います。

隣
と なり

の人も世界中の人も 、いい人も 悪い人も 、

あなたを見ること ができる

あなたから 世界中のあら ゆる人に開かれていると 同時に、 世界

中のあら ゆる人から あなたにも 開かれています。 こ れまで出会

わなかっ たよう な悪い人も いて、 あなたを攻
こ う げき

撃し てく るかも し

れません。

一度流出し た情報は永遠に残ってしまう

パソ コ ンやスマホなど にある写真や友達と のやり と り や大事

な情報は、 一度流出し たら 、 イ ンタ ーネッ ト を 通じ てあなた

の手の届かない世界の隅々まで広がり ます。 完全に消すのは

難し く 、 発信する前に一回手を 止めて考えまし ょ う 。

イ ンタ ーネッ ト の「 悪い人」は、 何をし てく るのか

　 インタ ーネット の世界で自分を守るには、「 悪い人」 が何をし てく るのか、 代表的な攻
こ う げき

撃

の手
し ゅ だん

段を知っておく ことが有効です。 例えばパスワード については、 悪い人は右の図のよう

に見破ってやろう などと 考えています。 これを見ると、 確かにパスワード は長く て複雑にし 、

使い回し てはいけないと わかります。 同様に、 メ ールを使った攻
こ う げき

撃やアッ プデート さ れてい

ないパソコンへの攻
こ う げき

撃などで悪い人が何をし てく るのか想像し てみると、「 なぜ」 そう いう

注意が必要なのかがより 分かりやすく なります。

も っ と も っ と 詳し いこ と を知り たいあなたへ

以下でさ ら に詳し く 解説し ています。 興味を持っ たら 、 ぜひ読んでみてく ださ い。

●内 閣サイ バーセキュ リ ティ センタ ー（ NISC）「 イ ンタ ーネッ ト の安全・ 安心ハンド ブッ ク 」

● 総務省「 国民のための情報セキュ リ ティ サイト 」

●情 報処理推進機構（ IPA）「 子ブタ と 学ぼう ！情報セキュ リ ティ 対策のキホン」

（ 令和 2 年 6 月）

総当たり 攻撃

リ スト 型攻撃

辞書攻撃

すべての文字列の組み合わせを試す

名前やＩ Ｄ と パスワード の

流出リ スト を使う

パスワード でよく 使われる

単語を使って試す

道徳に反しお見せで き な い
    写真
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主題名 有害サイトへの対応        情報モラル（３，４年生）３０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・好ましくない（アダルトや暴力など）サイトを見ないようにする態度を身に付けると

ともに，不意にそういったサイトが表示されたときの対応を知り，そうしたときに友

達はその子をからかわないようにする。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ インターネットで，自分が見たくないのに見

てしまった経験を確認する。 

・怖い映像が出た。 

・気持ち悪い動画が流れた。 

○故意にそのサイトを探して見たの

ではないことを押さえる。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・怖いけど続きが気になって見てしまった。 

 

 

 

 

・わかった時，すぐに見るのをやめればよかった。 

・すぐに先生に言えばよかった。 

・まわりの人は，騒がずにすぐに先生に言えばよ

かった。 

 

 

○偶然に見つけたサイトでも，その

後，騒ぎになるまで見るのをやめな

かったところを押さえる。 

 

○Ａ君だけでなく，まわりの人の行動

にも問題があることに気づかせる。

また，それらがなぜいけないのかに

ついても考えさせたい。 

 

 

終 

 

 

末 

３ 授業を振り返る。 

 

４ 先生の話を聞く。 

 

 

○だれにでも，こうした不意に見たく

ないサイトが出てしまうことがあ

り，その時にまわりがからかうこと

のないようにすることが大事なこ

とであることを押さえる。 

○ 評 価 

  誰でも不意に，好ましくないサイトが表示されてしまうことを知り，そうした時に適切

な対応を理解することができる。 

⑳こんなホームページが出てきたら 

Ａ君は，見たくないのに，なぜ見続けてしま

ったのでしょう 

この動画が残酷な動画と分かったときに，Ａ

君やまわりの人はどうすればよかったのでし

ょう 
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「こんなホームページが出てきたら」 

 

ある日の理科の授業のことです。この日の授業は，こん虫について，インター

ネットを利用して調べる授業でした。 

授業が始まると，みんな，黙々と調べを進めていました。A 君が「こん虫のつ

かまえ方」について調べていると，こん虫をつかまえている動画が見つかりまし

た。それを見てみると・・・。なんと，こん虫をたくさんつかまえてから，その

こん虫たちをひどくいじめている動画でした。 

（なんてひどいことするんだ！） 

と思いながら見ていたところ，となりの子が A 君の画面を見て， 

 「なんて動画を見ているの！？」 

とさけびました。それから教室は大さわぎになってしまいました。A 君は，動画

を止めて， 

 「僕だって見たくて見ていたわけじゃないんだ！」 

といったものの，さわぎはおさまりませんでした。A 君は，どうすればよかった

のかわからず，なやんでしまいました。 
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主題名 なりすましの危険         情報モラル（５，６年生）４５分 

 

 

 ○ 目 標 

  ・ネットでは簡単に他人になりすますことができることを知る。 

  ・「出会う」ことでどんな危険があるのか理解し，安易に誘いに応じない正しい判断力

を身に付ける。 

  ・ネットやＳＮＳの安全な使い方に気づく。 

○ 学習過程                     

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 ○補→補助発問 

導 

 

入 

１ ＬＩＮＥやツイッターなど，SNS を利用

する時に気をつけることを確認する。 

・個人情報を載せてはいけない。 

・詐欺などに気をつける。 

○SNSについての利用状況を確認するの

も，自分事として考えさせる手だての

一つになる。 

○補：「何のためにルールがあるのかな？」 

  「ルールって本当に必要なの？」 

→終末の振り返りに生かしたい 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・相手が誰なのか正しい情報がないのに，自

分のメールアドレスを教えたこと。 

・実際に会いに行ってしまったこと。 

 

 

 

・掲示板の中だけのやり取りにすればよか

った。 

・メールアドレスを教えるときや，「会おう」

と言われたときに，すぐに親や先生に相談

すればよかった。 

 

○「個人情報を伝えてしまったこと」と

「実際に会うこと」の２点について

は，必ず押さえる。 

 

 

 

 

○２つの点の危険性を考えさせた上で，

どうするべきか発表させる。 

※掲示板を使わなければいいという意

見が多い場合 

○補：「掲示板を使うことがいけないの？」 

 「便利なものを使っちゃダメなの？」

と，揺さぶる。 

終 

 

末 

３ 授業を振り返る。 

 

 

○補：「ルールは必要かな？」 

→導入で書いた自分の考えを振り返ら

せる。 

○掲示板などの SNS の利用が悪いわけ

ではなく，正しく利用すれば，役に立

つことが多いことを押さえる。 

○ 評 価 

  文字で書かれた情報が全て正しいと判断してしまうと，思わぬトラブルに巻き込まれて

しまうことがあることに気づき，大人と相談することの必要性を理解することができたか。 

  ＳＮＳ等の便利なツールの使い方に気をつけ，安全に利用する大切さに気づいたか。 

㉑ネットの向こうにいる人は？ 

Ａさんのとった行動には，どのような問

題があったのでしょうか 

Ａさんは，どうすればよかったのでしょうか 
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【資料は次ページにあります】 
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「ネットの向こうにいる人は？」 

 

Ａさんは，小さな頃から犬が大好きで，自分で犬

を飼いたくてしょうがありませんでしたが，アパー

ト暮らしで飼うことができませんでした。この春，

引っ越しをして，一戸建ての家に住むことになり，

念願の犬を飼い始め，マロンと名付けました。しか

し，マロンは，自分の言うことを聞かずにいたずら

ばかりするので困っていました。 

そんなある日，Ａさんは，ネットで「ペット何でも掲示板」というサイトを見

つけました。さっそく見てみると， 

「犬に必要な予防接種はどうしたらいいの」とか 

「猫のトイレのしつけなら何でも聞いて」など， 

ペットに関するいろいろな相談や情報が載っていました。そこでＡさんは， 

 「よし，私もこの掲示板に悩みを投稿してみよう。誰かがいい方法を教えてく

るはず。」 

と思い，投稿しました。翌日，その掲示板をみると，Ａさんの投稿に返信があり

ました。この返信は， 

 「私は，となり町に住むＢという２０歳の女性です。自分も飼い始めの頃は同

じ悩みで苦労しましたが，ある方法で解決し，いまでは，大好きな犬と快適な

生活を送っています。くわしくお伝えしたいので，メールアドレスを教えてい

ただけますか？」 

というものでした。Ａさんは， 

「やったー。これでマロンのいたずらも直りそうだ。」 

このあと，数回Ｂさんとのメールのやり取りをして，少しずつマロンのいたずら

もおさまってきました。 

しばらくして，Ｂさんから， 

 「実際，マロンにどう接するとよいか教えてあげる。マロンにも会いたいし。」 

とメールが来ました。安心しきっていたＡさんは，次の日曜日にとなり町の○○

公園で 3 時に会う約束をしました。 
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 そして日曜日，3 時に公園で待ち合わせをしていると，知らない男の人が近づ

いてきて， 

 「Ａさん，きてくれてありがとう。」 

Ａさんは， 

 （あれ？Ｂさんは，女性のはずだったのに・・・。） 

と驚くとともに，怖くなってこのあとどうしたらいいか分からなくなってしま

いました。 
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主題名 チェーンメールへの対応      情報モラル（５，６年生）４５分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・チェーンメールの問題点を知り，適切に対応する判断力を養う。 

○ 学習過程                      

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 ○補→補助発問 

導 

入 

１ メールを使ったことがあるかを確認する。 

・自分はないよ。 

・お母さんのスマホをかりてやったことがある。 

○児童の利用状況を確認する。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・幸せが来るなら送りたい。 

・こんなことで幸せになるわけがない。 

・自分にも似たメールが来たことある。届いた。 

 

 

 

 

 

・親に相談する。 

・送ってきた人に注意してあげる。 

・無視してほかっておく。 

 

○子どもの発言を板書で整理する。 

 （十分に感想を交流する） 

 

○補：「何で A くんはメールを送ってし

まったのかな？」「送ったらどんな

ことが起きるかな？」と，問い返し，

考えを深める。 

 

○情報を正しく判断することの大切

さや大人に確認することも必要で

あることを押さえる。 

終 

 

末 

４ 教師の話を聞く。 

 

○こうしたメールの多くは，面白半分

であり，通信障害を起こすことがあ

ること，通信障害が起こると大切な

連絡や緊急の連絡ができなること

があり，迷惑がかかることを触れ

る。 

○ 評 価 

  チェーンメールなど知らないメールは危険がひそんでいる場合があることを理解し，よ

く考えて行動したいという思いをもつことができたか。 

㉒幸せがやって来るメール？ 

お話を聞いてどう思いましたか？ 

もし，自分のところに同じようなメールが来

たらどうしますか 
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「幸せを広めるメール？」 

 

Ａ君は，AB 小学校に通う６年生です。A 君は，最近スマホを買ってもらい，

毎日，操作の練習をしているところです。 

 ある日，A 君のスマホに，友達のＢ君から次のようなメールが届きました。 

このメールを受け取った A 君は，すぐに自分が知っている人５人にこのメール

文をコピーして，送りました。 

 しばらくすると，Ａ君のスマホには，同じ内容のメールが何通も届き続け，ス

マホの操作の練習もできなくなりました。 

 

幸せのメール                  Ｆｒｏｍ Ｂ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

これは，幸せのメールです。 

このメールを受け取ったらすぐに，他の５人にこのメールを送ってくださ

い。あなたがメールを送った人には幸せなことが起こります。メールを送っ

て，幸せを広めましょう。 

もし，このメールを勝手に止めたり，１時間以内に５人に送らなかった場合

には，あなたに不幸が起きます。 
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主題名 情報セキュリティ                  情報モラル（中学生）

技術 

 

  

○ 題材の計画 【情報セキュリティと情報モラル】 

 ①情報セキュリティ（本時） 

②情報モラル 

 ③知的財産の保護と活用 

○ 本時のねらい 

・情報セキュリティの重要性と危険を防ぐための技術を知る。 

・基本的な情報セキュリティの対策を実施できる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ サイバー犯罪の事例を知る。 

 

○インターネットで「サイバー犯罪」

で検索させ，様々な種類の犯罪があ

ることに気づかせる。 

展 

 

 

開 

２ 教科書（P228～P231）を利用して，様々な情

報セキュリティを知る。 

・ファイヤーウォールやソフトウエアの更新 

・フィルタリング 

・暗号化（SSL など） 

・バックアップ 

 

３ 簡単な暗号を使って，生徒同士で通信の体験

してみる。 

 

 ＣＡＲ（車） → ＤＢＳ 

 

 

 

４ ２段階認証について知る。 

○様々な事例に対応したセキュリテ

ィがあることを知らせ，その重要性

を理解させる。 

○「情報セキュリティの３要素」を板

書し、犯罪例を取り上げる。 

 

 

 

○「アルファベットを 1文字ずつずら

す」という暗号を用い，単純だが，

仕組みを知らなければ安全に通信

できる方法があることを押さえる。 

（必要ならアルファベット表を用意） 

 

○最近の情報セキュリティ技術にも

ふれ、さらに意識を高める。 

終 

末 

５ 学んだことを自分の生活で生かす方法につ

いてまとめる。 

○自分が扱っている情報管理につい

て，今後セキュリティを生活に生か

していこうという意見を取り上げ，

全体に広げる。 

○ 評 価 

情報セキュリティの重要性と危険を防ぐための技術を知り，基本的な情報セキュリティ

の対策をしようとする意識を高めることができたか。 

㉓情報セキュリティ 
＜技術教科書Ｐ２２８＞ 
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ワークシート 

情報セキュリティ情報を安心・安全に利用するための技術や対策 

（  ）年（  ）組（  ）番（          ） 

◇サイバー犯罪の事例を調べよう 

 

◇様々な危険に対する情報セキュリティ 

危 険 情報セキュリティ 注 意 点 

不正な利用・侵入 ・ 

・ 

 

不正プログラム ・ 

・ 

・ 

 

情報漏えい ・  

万が一に備える ・  

 

◇文字を暗号化して伝えよう 

・送りたいメッセージ  ―――「ＣＡＲ（車）」 

・暗号化する仕組み   ―――「アルファベットを 1文字ずつ後にずらす」 

・暗号化されたメッセージ―――「       」 

・復号する鍵      ―――「アルファベットを 1文字ずつ前にずらす」 

＜自分で考えた暗号で隣の人と通信しよう＞ 

 

◇これからの生活で気をつけること 

い つ 内  容 
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主題名 情報の信憑性           情報モラル（３，４年生）３０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・情報というものは，正確に伝わらないことがあり，特にインターネット上には，故意

に嘘の情報を流す人がいることを知り，気をつけることが必要であることを理解する。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ クラスを二分して伝言ゲームをする。 

・思っていたよりも，正しく伝わらなかった。 

○正しく伝えようとしても，意外と正

しく伝わらないことがあることを

理解させる。 

展 

 

 

開 

２ みんなの生活の中で、どこから情報が入って

くるのか確認をする。 

・テレビや新聞。 

・インターネット。 

・友達（人）から聞く。 

 

３ 資料「熊本地震のライオン」をみる。 

（最近のデマニュースに変えてもよい） 

 

４ ニュースや写真を見て、みんなも間違った情

報に流されないようにするにはどうしたらい

いのか話し合う。 

・情報が出てきた時に何でも信じてしまうのは良

くない。 

・嘘の情報を流す人がいるから，気を付けて生活

していかないといけない。 

〇情報は他人事ではなく，自分たちの

身近にたくさんの情報を手に入れ

る機器があることに気づかせる。 

 

 

 

○インターネット上には，わざと嘘の

情報を流す人がいることを理解す

る。 

○情報，特にインターネット上の情報

については，全てを正しいと判断す

ることは危険であり，気をつけなけ

ればならないことに気づかせる。 

終 

 

末 

３ 先生の話を聞く。 

 

○写真なども，今では加工ができるな

ど，情報の取り扱いには十分気をつ

けることが大切であることを押さ

える。 

○ 評 価 

  情報，特にインターネット上の情報については，全てを正しいと判断することは危険で

あり，気をつけて取り扱うことが必要であると理解することができたか。 

㉔嘘？本当？ 
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【資料は次ページにあります】 
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「じょうだんから始まった 豊川信用金庫事件」 

 

1973 年，「豊川信用金庫事件」という事件がありました。 

豊川信用金庫がつぶれてしまうという不安から，お金をあずけている人がお

金をおろそうと，たくさん集まってしまったという事件です。 

ことの始まりは，女子高生たちの「信用金庫は(銀行強盗におそわれるから)危

ないよ」というじょうだんでした。 

 ただ，豊川信用金庫ではたらくことが決まっていた同級生を，友だちが電車の

中でじょうだんでからかっただけです。しかし，その話を聞いた人が「豊川信用

金庫は危ない（つぶれるかもしれない）」と，話の内容をかんちがいして家族に

伝えたことからはじまり，それがすぐにうわさとなって町中に広がりました。こ

のため，おかねをあずけている人たちが信用金庫におしよせ，短い間に 20 億円

ものお金が引き出されるパニックへと広がっていきました。うそならぬ「じょう

だんから出たまこと」です！ 

 ちょっとした話が，どんどん尾ひれをつけながら広がっていき，豊川信金側が

「倒産などの危険性はない」と言っても，なかなか信じてもらえませんでした。 
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主題名 個人情報の流出               情報モラル（３，４年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  ・Ｗｅｂサイトには，個人情報を盗もうとする危険なものがあることを知り，安易に個

人情報を書き込まない態度を身に付ける。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ 「個人情報」とはどういったものなのかを発

表する。 

・自分の名前は，個人情報だと思うよ。 

・自分の家の住所や電話番号。 

・人に知られてはいけないもの。 

○子どもたちの視点が，個人情報に向く

ように，自分たちの生活にある個人情

報がどのようなものがあるのかを考

える。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

《登録する》 

・無料でアイテムがもらえるなら，嬉しいから。 

・せっかくのチャンスだから，ほしい。 

《登録しない》 

・無料なんてあやしいから，登録しない。 

・絶対に悪いことに使われそうだから，登録しない。 

 

 

 

・登録しなければよかった。 

・親に相談するべきだった。 

３ 「そのページ確認しなくて，大丈夫」を見る。 

・無料と言う言葉に騙されない方がいいなと思っ

た。 

・名前や住所はむやみに入力しない。 

・このサイトがどんなサイトか確認すればよかっ

た。 

 

 

○登録するかしないかの二択になる

が，そう思った理由まで発言させ

る。 

○無料とうたい，個人情報を盗んで悪

用していることに気づくことがで

きるように，このアンケートを作っ

た人はどのようなことをしようと

したのか考える。 

 

 

○情報を正しく判断することの大切

さや大人に確認することも必要で

あることを押さえる。 

 

○今後同じような場面に出会った時に

どのように対処すればよいか気づく

ことができるように，文部科学省が出

している資料を見る。 

終 

 

末 

４ 先生の話を聞く。 

 

○今回は，メールがたくさん来るだけ

だったが，中には，もっと危険が伴

う事例があることも知らせ，安全な

使い方を確認する。 

○ 評 価 

  軽い気持ちで個人情報を書き込まないようにし，不安や迷いがあるときには，大人に相

談することが大事だということが理解できたか。 

◎参考資料：文部科学省 教材その③「そのページ，確認しなくて大丈夫？」 

https://www.youtube.com/watch?v=oKHjRnu2H_A&list=PLGpGsGZ3lmbAOd2f-4u_Mx-BCn13GywDI&in

dex=9 

㉕ほしかったあの商品が無料でもらえる！ 

もし，あなたがＡ君の立場だったら，どうし

ますか。 

Ａ君は，どうすればよかったと思いますか 
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「ほしかったあの商品が無料でもらえる！」 

 

 Ａ君は，ゲーム好きな 4 年生。今度発売される新作ゲーム「ファンタジーＲ

ＰＧＸＸＸ」をほしくてたまらない。しかし，誕生日もクリスマスもまだまだ先

のこと。自分のお小遣いも残りわずかです。ほしいけどしょうがないな。そんな

ことを思いながら，インターネットの動画サイトで，ゲームの動画を見ていまし

た。 

 そんなとき，動画の画面の下の広告に 

 

 

 

 

 

と表示されていました。Ａ君は， 

 （えっ！？こんなチャンスめったに

ないぞ！しかも，僕がほしかったゲ

ーム。今日まで受付か・・・。どうし

よう。無料ならいいよね。よし，登録

しよう。） 

Ａ君は，すぐに表示されていたサイト

をクリックして，名前や住所，年齢や電話番号や家族構成などを書き込んで登録

しました。 

 次の日，学校から帰ってパソコンの電源を入れると，Ａ君あてのメールが届い

ています。何かなと思って，メールソフトを開くと，なんと何十通ものメールが

届いていました。メールの件名を見ると，どれも学習教材や塾，ゲームサイトな

どの案内ばかりでした。動画を見ていても，数分ごとに同じようなメールが届き，

落ち着いて動画を見ることもできません。Ａ君は， 

 （あの登録が原因かな。無料なんて，やっぱりおかしかったんだ。） 

夜になっても，メールが止まることはありませんでした・・・。 

ファンタジーＲＰＧＸＸＸをプレゼント！！！ 

 以下のサイトに，登録してログインするだけでゲットのチャンス！ 

 https://ABCD.com/prezent/FRPGXXX/ 

 登録は無料。受付は本日のみ。このチャンスを逃す手はありません。 
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主題名 情報の信憑性           情報モラル（５，６年生）３０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・Ｗｅｂサイトにある情報は，全てが正しいとは限らないことを理解し，情報を確かめ

るには，いくつかのサイトや別の方法で調べることがよいことを知る。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ インターネットを使って調べ物をしたこと

があるかを確認する。 

・夏休みの宿題で使ったことあるよ。 

○児童の利用状況を確認する。学校で

も使っており，だれもが自分事とし

て考えられるようにする。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・個人が趣味で調べたものって大丈夫かな。 

・更新日が前すぎるよ。 

 

・公式サイトなら大丈夫だよ。 

・更新日が新しいものなら大丈夫だと思う。 

 

 

・正確な情報が必要ならば，個人のサイトは避け

た方がいいね。 

・市役所とかのサイトならいいかも。 

・一つの情報をいろいろなサイトで比べてみると

いいよ。 

 

〇意見が出ない時は，資料中のサイト

に関する情報に着目させる。 

 

 

 

 

○情報を正しく判断することの大切

さやどうすれば正しいと判断でき

るかを押さえる。 

終 

 

末 

４ 先生の話を聞く。 

 

○Ｗｅｂサイトの情報が全て正しい

とは限らないことやいつの情報な

のかなどを確認することが大切で

あることを押さえる。 

〇Ｗｅｂサイトには意図的に虚偽の

内容を載せるなど，悪意のあるもの

も存在することを押さえる。 

○ 評 価 

  Ｗｅｂサイトにある情報は，様々な立場からの情報があり，過去のものであったり，偏

った見方のものであったりすることを知り，正しいかどうかを確認して使用することが大

切であることを理解できたか。 

㉖インターネットに書いてあったのに 

Ａ君の調べ方で，何か気づくことがあります

か 

Ａ君は，どうやって調べればよかったのでし

ょうか 

どんなサイトなら大丈夫かな 
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「インターネットに書いてあったのに」 

 

Ａ君のクラスでは，今日の社会科の時間に先生から， 

「現在，日本で開催されているいろいろなお祭りについて調べてきなさい。次

の月曜日の授業で，一人一人に発表してもらいます。」 

と宿題を出されました。Ａ君は， 

（よし，今日は家に帰ったら，インターネットで調べてみよう。） 

とやる気まんまんで下校しました。 

 家に帰ると，さっそくパソコンの電源を入れ，インターネットで調べ始めまし

た。しばらく調べていると，Ａ君が聞いたこともない珍しいお祭りが載っている

サイトがありました。このサイトは，個人が趣味でやっているサイトのようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （これなら，みんなきっと知らない。いい発表ができるはずだ。） 

Ａ君は，月曜日の発表を楽しみにしていました。 

 月曜日，社会科の発表の時間になりました。Ａ君は，自信たっぷりに「どんど

こ祭り」について発表していました。発表がすんで席に戻ると，友達から，「ど

んどこ祭り」は，５年前に中止になっていることを言われ，中止になったことを

知らせる新聞記事も見せられました。Ａ君は，頭が真っ白になるような感じがす

るほど驚き，恥ずかしい気持ちになりました。 

                         2003.10 更新 

 

 ・ 

 ・ 

 ・ 
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主題名 個人情報の流出          情報モラル（５，６年生）３０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・動画像には，自分の意図しない情報が含まれることがあることを知り，重要な個人情

報が流出しないようにするためにどうしたらよいか考える。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまでに，写真や動画をインターネットに

上げたことがあるかを確認する。 

・ＴｉｋＴｏｋで動画を上げたよ。 

・ＬＩＮＥにかわいいスイーツの写真を上げた。 

○ＳＮＳの利用について，児童の現状

を確認することや，自分事として考

えられるようにする。 

展 

 

 

開 

２ 教材の前半を読んで話し合う。 

 

 

 

・ダンス下手とか，いやなコメントが来るかも。 

・個人を特定されてしまうよ。 

３ 教材の後半を読んで話し合う。 

 

 

 

・家の前で動画を撮っていることが良くないよ。 

・家の表札が見えていることが良くないよ。 

・動画の個人情報を消しておくべきだよ。 

・上げる前に身近な人に相談するといいよ。 

 

○資料の写真に載っている情報に着

目させる。 

 

 

 

 

○自分が意図していないところから，

個人情報が流出してしまうことを

押さえる。 

〇動画像の修正等，個人情報を守る手

立てを取るべきことを押さえる。 

〇アップロードする前に身近な人に

相談するべきことを押さえる。 

終 

 

末 

４ 先生の話を聞く。 

 

○写真の例以外にも，個人情報が分か

ってしまう例を挙げて，注意喚起を

して，安全に使うことが大切である

ことを押さえる。 

○ 評 価 

  日常生活の中で，動画像を使って気軽に情報発信をしてしまっていることを知り，それ

を防ぐためにどんなことに気をつければよいか考えることができたか。 

㉗楽しいダンスの後ろに 

ダンスの動画を上げたＡさんは，この後どう

なると思いますか 

動画をアップロードしたＡさんのいけなかっ

たことは何でしょう 
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【資料は次ページにあります】 
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「楽しいダンスの後ろに」 

 

Ａさんは，ダンスが好きな 6 年生です。最近は，大好きな韓国のアイドルグ

ループの踊りが気に入ったので，ひまさえあればそのダンスの練習をしていま

す。1 ヶ月ほど経った頃，自分でも満足できるほど踊れるようになったＡさん

は，自分のダンスを誰かに見てもらいたいと思うようになりました。そこで，自

分のダンスの動画を撮って，インターネットで配信しようと考えました。今日は

天気もいいので，さっそく，家の前で動画を撮り，インターネットに動画をアッ

プしました。 

 

 動画をアップして，すぐにＡさんの動画に対していくつかのコメントが書き

込まれるようになりました。 

 「Ａさん，ダンス上手だね。」 

 「私もダンス大好き，Ａさん，今度いっしょに踊ろうよ。」 

どれも，よいコメントばかりで，Ａさんはよかったと喜んでいました。 
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 数日後，Ａさんの家に，変な手紙が届きました。その手紙

には， 

 「Ａさん，かわいいですね。ダンスの動画を見てファンに

なってしまいました。今度会ってお話ししたいで

す。・・・・・」 

と書いてあり，このような手紙がときどき届くようになり

ました。今日は，学校から帰るときに，見慣れない男の人に

つけられているような気がするのです。Ａさんは心配にな

り，家に着くとすぐにお母さんに相談しました。 
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主題名 善意のチェーンメール         情報モラル（中学生）２０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・チェーンメールの問題点を知り，自分から送らない態度，送られてきても他の人に送

らない態度を身に付ける。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ メールを使ったことがあるかを確認する。 

・自分はないよ。 

・お母さんのスマホをかりてやったことがある。 

○生徒の利用状況を確認する。 

展 

 

 

開 

２ 教材の前半を読んで話し合う。 

 

 

 

・自分は送ってしまうと思う。 

・人を助けるためだからしょうがない。 

３ 資料の後半を読んで話し合う。 

 

 

・もっとよくメール文を確認すればよかった。 

 

○「人のためになることをやる」とい

う思いは，尊重して受け止める。 

 

 

 

 

○情報を正しく判断することの大切

さや大人に確認することも必要で

あることを押さえる。 

終 

 

末 

４ 先生の話を聞く。 

 

話の例として 

１人が５人に回すと，１２回目には，日本の人

口を大きく超えるくらいになる。当然，ネット

回線に支障が起きる可能性が高くなる。 

○こうしたメールの多くは，面白半分

であったり，詐欺だったりするもの

であり，ネット回線やサーバーに負

担をかけ，通信障害を起こすことが

あること，通信障害が起こると大切

な連絡や緊急の連絡ができなるこ

とがあり，迷惑がかかることを触れ

る。 

○ 評 価 

  巧妙に善意を装ったり思わず回したくなったりするメールもあるが，チェーンメールそ

のものが，やってはいけないことであることを理解することができたか。 

 

※５０分であれば，展開の３の後に，以下のことを話し合わせるのもよい。 

➊ネット回線が混雑してつながらなくなると社会にどんな不都合があるのか， 

➋人の善意に付け込んで，騒ぎを起こすことの是非 

➌人の善意に付け込もうとする，チェーンメールの存在 

㉘たくさんの人の助けが必要？ 

もし，自分のところにＡ君にきたメールが来

たらどうしますか 

Ａ君は，どうすればよかったのでしょうか 
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【資料は次ページにあります】 
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「たくさんの人の助けが必要？」 

 

Ａくんは，AB 中学校に通う２年生です。A くんは，２年前に交通事故にあい，

１ヶ月ほど入院していました。事故の時，大きなけがをして救急車で運ばれまし

た。たくさんの血が出てしまいましたが，輸血をしたおかげで助かったのです。

こうした経験から，A くんは，けがをした人を見ると進んで助けています。ま

た，公民館などで献血をしていると，わざわざ係の人のところに行って， 

「献血活動ありがとうございます。頑張ってください。」 

とお礼や激励の声をかけるほどでした。 

 ある日，A くんのスマホに，友達の M 君から次のようなメールが届きました。 

このメールを受け取った A くんは，これは大変だと思い，すぐに自分が知って

いる人たちにこのメール文をコピーして，送りました。 

Ａ君，こんなメールが来たから送るね。Ａ君がメールアドレス知っている人

たちにも送ってね。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

こんにちは。 

突然メールをして，もうしわけありません。 

私は，Z市に住む Bといいます。 

実は，○月○日に私の弟が交通事故にあい，大けがをして，入院しています。 

すぐにも手術をしなければいけないのですが，手術用の血液が足りません。 

私の弟は，RH マイナスの AB 型で，非常に少ない血液なので，病院にもあま

りないそうです。 

そこで，なんとかして弟を助けたいので，姉である私が，メールで情報を集

めたいと思い，このメールを送っています。 

とても急いでいます。 

メールを受け取った人は，すぐにこのメールをできるだけたくさんの人に送

ってください。 

弟を助けるために，お願いします！ 
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 その日の夜，この人助けに協力したことをお父

さんに話しました。するとお父さんは， 

 「そのメールは，本当に送ってよいものだった 

 のかな？」 

と A 君に投げかけました。A 君は， 

 「いいに決まってるじゃん。これを見てよ！」 

とおこったように，お父さんに A 君に送られて

きたメールを見せました。 

 「もし，メールを送られてきた人で，RH マイナスの AB 型の人がいたら，ど

こに連絡すればいいのかな。」 

とお父さんが言ったとたん，Ａ君は，はっとしました。 
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主題名 インターネットにむちゅう             情報モラル（３年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  インターネットに夢中になりすぎると，自分の健康を損なうことに気づき，ルールを作

って守り，健全な生活を送ろうとする意識を高める。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

 

入 

１ インターネットを使ってどんなことをやっ

ているか思い出す。 

・オンラインで友達とゲームをしているよ。 
２ 道徳３「やめられない」で話し合ったことを

思い出す。 

・お母さんの注意も聞かずに夢中だったな。 

○児童が想像しやすいように，写真や

イラストを用意して黒板に提示する。 

○その時の授業を思い出させるため

に，数名の授業の振り返りを抽出し

て読む。 

展 

 

 

開 

３ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・新しいゲームを買ったときに，夢中になって夜

遅くまでやったことがある。 

・野球のうまくなる方法を調べるときに休憩せずに

2~3 時間見ていた。 

 

 

・宿題をやらずに学校に来てしまう。 

・目が悪くなったり，疲れやすくなったりしそう。 

 

 

 

・一日で使う時間を決める。 

・夜遅くならないように，インターネットを使う

のは夜８時までにする。 

 

○自分事と捉えさせるために，自分の

インターネットの使い方を思い出

させる。 

 

 

 

 

 

○結果が想像しやすいように，前時の内

容を思い出させたり，常生活で教員が

困った実体験などを教えたりする。 
○何のためのルールなのかを押さえ

るとともに，逆に全く使わないとい

うことにならないように配慮する。 

 

終 

 

末 

４ 授業を振り返る。 

・自分たちで作ったルールだから，ルールを守っ

て健康な生活を送りたい。 

 

５ 教師の話を聞く。 

〇きまりを守ることで，節度ある生活

をおくれる内容を書いた児童の振

り返りを全体に知らせる。 

 

○教師の体験などを紹介する。 

○ 評 価 

  何のためのルールであるかを理解し，節度ある生活のためにルールを守ろうとする意識

が高まったか。 

むちゅうになってやりすぎないために，どん

なルールがあるといいかな 

自分が，インターネットを利用して，長い時

間使ってしまったときは，どんなときですか 

㉙インターネットにむちゅう ＜道徳教科書Ｐ２２＞ 

その結果どうなってしまいますか 
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主題名 ネット依存と健康被害      情報モラル（５，６年生）２０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・ネットにはまりすぎると心身ともに不健康になり日常生活に支障が出るため，けじめ

のある規則正しい生活を送る態度を身に付ける。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまでに，親に叱られるほど，夢中になっ

てしまうことがあったかを確認する。 

・野球の練習で，お昼ご飯の時間になっても帰ら

ずに夕方に帰ったらおこられたよ。 

２ ゲームやスマホ等で，家庭のルールには，ど

んなものがあるか確認する。 

・使う時間が決められている。 

○だれもが起こりうることであり，自

分事として考えられるようにする。 

展 

 

 

開 

３ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・夜遅くまでやったこと。 

・約束を破ったこと。 

 

 

 

・事前にルールを決める。 

・ルールを守る。 

・親にもチェックしてもらう。 

 

 

 

 

 

○はまりすぎたことが問題であり，ル

ールを守るためにどうしたらよい

かを考えさせる。 

終 

 

末 

４ 先生の話を聞く。 

 

○ネットなどに限らず，夢中になって

しまうことは誰にでもあることを

押さえる。 

○誰でも，ネット以外に大切なことは

たくさんあり，やるべきことをきち

んとやるとともに，健康にも気をつ

けることが大切であることを押さ

える。 

○ 評 価 

  ネットにはまり日常生活に支障きたすことがなく，楽しくネットと付き合えるように 

ルールを決め守って，規則正しい生活を送ろうとする意識を高めることができたか。 

㉚ねむれない夜 

Ａ君の使い方でいけなかったことがなんでし

ょうか 

ネットゲームなどに，はまりすぎないように

するにはどうしたらいいのでしょうか 
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「ねむれない夜」 

 

Ａ君は勉強も運動もでき，クラスの中でも人気者，先生からも信頼されていま

した。そのＡ君は，先週が誕生日でした。そのプレゼントで，自分専用のタブレ

ットを買ってもらいました。買ってもらうときに，「タブレットを使うのは，宿

題が終わった後で，一日一時間だけ。」とお父さんと約束しました。Ａ君は，は

じめのうちは約束を守っていましたが，今日は・・・。 

（もうすこしで，レベルアップできるのに，もう一時間たっちゃう。ちょっと

だけならいいよね。） 

と，約束をやぶってしまいました。結局この日は，夜遅くまでゲームをやめるこ

とができずに，夜の２時までやってしまいました。 

 次の日の朝，Ａ君はいつものようには起きられず，お母さんから何度も注意さ

れても起きられず，朝ご飯も食べずに学校に行きました。 

 こんな日が何日も続き，学校では授業中に居眠り，宿題も忘れるようになって

きました。体育の授業では，途中で気持ち悪くなって見学する始末。テストの点

数もみるみる下がっていきました。そんなＡ君を見かねた先生が言いました。 

 「Ａ君，最近どうかしたの？宿題を忘れることが増えたし，好きな体育もまと

もにできていないじゃない。何か心配なことでもあるの？」 

Ａ君は，首を振ってうつむいていました。 
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主題名 プライバシーの侵害          情報モラル（５，６年生）２０分程

度 

 

  

 

○ 目 標 

  ・他人の個人情報を勝手にインターネット上に流すと，思いもよらない事件に巻き込ま

れたり，危険が生じることがあったりすることを知り，プライバシーを侵害しないよ

うに努める態度を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまで，友だちに自分の秘密を話したこと

があるかを確認する。 

・財布を落としたことがあるよ。 

・ハンカチをよく落とすよ。 

○児童の現状を確認することや，自分

事として考えられるようにする。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・学校に不審者があらわれた。 

・Ｂさんに危険が及ぶ心配が生じた。 

 

 

 

・Ｂさんの個人情報を勝手にのせたこと。 

・個人が特定されるような情報をのせたこと。 

 

 

○補助発問として，資料から読み取れ

ない危険性もあげさせるのもよい。 

 

 

 

 

○これまでの情報モラルの個人情報

についての授業をふりかえらせ，対

応方法を出させる。 

終 

 

末 

３ 先生の話を聞く。 

 

※具体的なこと，気をつけること 

 顔写真や名前，住所，電話番号など，個人を特

定できる個人情報 

 個人情報保護法違反，デジタルタトゥー 

○個人情報を載せるときに，具体的に

何に気をつけるかを伝える。 

○個人情報の流出にともなう危険性

を知らせること。 

○ 評 価 

  勝手に他人の個人情報を流出することは，プライバシーの侵害行為となり，法律にふれ

る行為であることを知り，適切に個人情報を扱う必要があることを理解することができた

か。 

㉛おせっかいが大変なことに 

Ａさんの行動のどこがいけなかったのでしょ

う 

Ｂさんの個人情報をインスタにのせたことで

どんな問題が起こったのでしょう 
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「おせっかいが大変なことに」 

 

Ａさんは，Ｗ小学校に通う 6 年生です。Ａさ

んは，おせっかいなところがある明るい子で

す。よく友だちの相談にものってあげるので，

友だちもたくさんいます。ある日，友だちのＢ

さんが，Ａさんと将来のことについておしゃべ

りしているときのことです。 

B「まだ、秘密なんだけど、私の夢は，アイド 

 ルになることなんだ。」 

A「そうなんだ。その夢かなうといいね。」 

（Ｂさんは，たしかにかわいい。もしかした

ら本当になれるかも。私にできることがあれ

ば・・・。） 

夕方，家に帰ったＡさん。おせっかいな思いが

ふくらんできます。 

 （そうだ！私のインスタでＢさんを紹介して，たくさんの人に知ってもらえば，

かわいい B さんのことだから，芸能界から連絡が来るかも！？） 

そう思ったＡさんは，すぐに自分のスマホで，Ｂさんが映っている修学旅行での

写真や運動会での写真，好きなものや将来の夢などのプロフィールをのせまし

た。 

 2，３日たったころ，登下校する時間になると学校のまわりに不審な男の人を

見かけるようになりました。なかには，Ｂさんのことを聞いてくる人もいたよう

です。このことを知った学校は，すぐに警察に連絡をしました。帰りの会で， 

 「帰るときは，複数で気をつけて帰るように。知らない人に声をかけられても

相手にしないこと。」 

と先生が言いました。Ａさんは， 

 （もしかして，私がＢさんのことをインスタ

にのせたから！？） 

心配になったＡさんは，下駄箱に向かわず，先

生に相談しようと職員室に向かいました。 
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主題名 情報端末との付き合い方             情報モラル（中学生） 

 

  

 

○ 目 標 

  ・コンピュータやスマホ，ゲーム機などを長時間使用すると，心身に悪い影響があるこ

とを知り，健康によい生活行動を過ごすことが必要であることを理解する。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ ふだん，コンピュータやスマホ，ゲーム機を

どの程度利用しているか確認する。 

・ゲームは毎日，２時間はやってるよ。 

・暇さえあればスマホを見てるかも。 

○生徒の利用の現状を確認すること

や，自分事として考えられるように

する。 

展 

 

 

開 

２ 各発問について話し合う。 

 

 

 

 

・必要な情報がすぐに手に入る。 

・目が悪くなる。 

・ウイルスや詐欺がある。 

 

 

 

・緊急時以外，夜遅くには使わない。 

・フィルタリングをする。 

 

 

 

・一日の使用時間を決める。 

・ブルーライトカットの眼鏡を使う。 

 

○利便性はもちろん，健康面や基本的

生活習慣の視点からも答えさせる。 

 

 

 

 

 

 

○前の発問で出された影響を改善す

るための方法として答えさせる。 

 教師も一緒になって考えてもよい。 

 

 

○心身の健康に着目して，気をつけた

り，意識したりすることを考えさせ

る。 

終 

末 

３ 先生の話を聞く。 

 

○資料を配付し，自分のこれからの生

活のために自身の健康を守ること

とその健康が自分の周りの人に与

える影響にも触れて話をする。 

○ 評 価 

  コンピュータ（スマホやゲーム）を使う時の注意事項について考え，自分の健康は自分

で守るという意識を高め，健康によい生活行動を進んで行うことが必要であることを理解

できたか。 

㉜健康の面に配慮した，情報メディアとの関わり方 

心配なことを減らしたり，嫌な思いをしたり

しないようにするにはどうしたらいいの 

スマホやネットの便利なところやよいところ

と，逆に使っていて心配なことや嫌な思いを

したことを上げてみよう 

スマホやネットとどう付き合っていくのか，

を考えよう 
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主題名 ネット依存                 情報モラル（中学１，２年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  ・オンラインのＳＮＳサイトなどは，夢中になりやすいことを知る。 

  ・オンラインの友達と学校の友達とのバランスのよい接し方を考える。 

  ・インターネット上の危険について知る。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 夜遅くまでスマホやパソコンを使ってしま

った経験を確認する。 

・ゲームに夢中になって，１２時を過ぎてしまっ

たことがあった。 

○自分や友達の経験を確認すること

で，自分事として考えられるように

する。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・楽しいから。 

・すぐに返事をしないと悪いと思っているから。 

 

 

・夜遅くまでやるのはよくない。 

・学校にいても気にするのは変だよ。 

・友達は，もっと大切にした方がいいのに。 

・インターネット上だと，相手を簡単に信じない

方がいいよ。 

 

 

 

・本当にＣさんが中学２年生かわからないから。 

・表情が見えないから本心かわからないから。 

・Ｃさんからさらに自分の情報が拡散するから。 

 

○教師が意図する答えでなくてもよ

いし，望ましい意見でも肯定しな

い。 

 

 

 

○これまで仲が良かったＡさんやＤ

さんとの関係が希薄になったこと

を押さえる。 

○安易に自分の個人情報をインター

ネット上に載せるのは，危険がある

ことと見たこともないインターネ

ット上の相手を簡単に信じないほ

うがよいことも押さえる。 

終 

末 

３ 授業を振り返る。 ○ネットの友達とのやり取りは，付き

合いやすくのめり込みやすいこと

と，学校の友達とのバランスを取る

ことが大切であることを押さえる。 

○ 評 価 

  場面ごと，友達とのかかわり方についてバランスよく接することと，オンラインゲーム

の依存性について知り節度のある生活を過ごすことの大切さについて，考えることができ

る。 

㉝いったい何時までやるの？ 

B さんは，学校の友達よりもネット上の友達

を優先したのはなぜだと思いますか 

B さんのしていることをどう思いますか 

なぜインターネット上の人は簡単に信じない

方がいいのだろう 
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【資料は次ページにあります】 
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「いったい何時までやるの？」 

 

 ある日の学校の帰り道，A さんと B さんはいつものよ

うにおしゃべりをしながら仲良く下校していました。今日

も部活動の話題がほとんどです。 

そんなとき，ふいに A さんが 

「そういえば，おもしろい SNS サイト見つけたんだ。

今日帰ったらメールで教えてあげるね。」 

と言いました。B さんは，これまで A さんを含めて仲のよい友達２，３人とし

かメールをしたことがありませんでした。しかし学校で毎日会っているため，メ

ールはほとんど使っていませんでした。 

家についてスマホのメールを確認すると，はやくも A さんからメールが届い

ていました。 

（今日は宿題も少ないし，宿題が終わったらやってみようかな。） 

B さんは宿題や食事，入浴を済ませ，A さんに教えてもらった SNS サイトを見

てみました。すると，確かに載っているサンプルのコメントには，最近流行の話

題や B さんが好きなアイドルの話題がたくさんありました。しかも登録は無料

ではありませんか。B さんはすぐにプロフィールを登録して，自分の好きなメッ

セージグル－プに入りました。すると，早速メッセージが届きました。 

 「こんばんは，はじめまして。私は中学２年生の C といいます。あなたも○

○（アイドル）が好きなんですね！私もです！いろいろ情報交換しましょう，

仲良くしようね。」 

B さんは返事の早さに驚きましたが，同じアイドルグ

ープが好きで，返事もていねいで感じのよい C さんを

疑いもせず信用しました。それ以来，B さんと C さん

は昼夜問わず，暇さえあればこのサイトでメッセージ

のやり取りをするようになりました。B さんは，このや

り取りが楽しくてしょうがありませんでした。そして

夜遅くまでやり取りすることも珍しくなくなりました。 
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時には「いったい何時までやるの！」と，夜遅くなってお母さんに叱られること

もありました。それでも，C さんとのやりとりが楽しくて止めることはできま

せんでした。 

 それから１週間ほど過ぎたころ，B さんは早くメッセージを確認したくて，急

いで帰るところでした。そこに A さんと D さんがきて， 

 「今日帰ったら，いっしょにスイーツ食べに行かない？」 

と誘われました。しかし，B さんは， 

 「ごめん！今日は家でやることがあるから…。また今

度ね！」 

とそそくさと下校してしまいました。A さんは， 

 「最近 B さん，つき合い悪くなったような気がする

よね。」 

と言うと，D さんも 

 「そうだね。学校でも，素っ気ない態度で，何か気に

なることがあるような感じがするし･･･。何か心配だ

ね。」 

ふたりは B さんの心配をしつつ，下校していきました。 
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主題名 自分の生活を見直して             情報モラル（中学３年生） 

 

 

  

○ 目 標 

  心身の健康と望ましい生活習慣とのかかわりを理解し，安全で調和のある生活をしよう

とする態度を育てる。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 歩きスマホについて考える。 

・危険だと思う。 

・大人でもやっている姿を見る。 

○簡単に触れる程度とする。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・人ごとで，危険性について真剣には考えていな

かった。 

 

 

 

・お母さんとの約束を守っていればよかった。 

 

 

 

・危険だと思っているのに使用する人が多い。 

 

 

 

 

・まわりを見て，自分の身は自分で守る。 

 

 

○自分の欲望を抑えられなかった奈

美恵は，自分の危険まで考えが及ば

なかったことを確認させる。 

 

 

○グループで話し合わせ，自分の考え

と違う意見もしっかり聞くことを

押さえる。 

 

○自分を見つめる発問につなげるた

めに，実際の事故を取り上げる。 

 （指導書 P84） 

 

○これまでの話し合いをもとに考え

させる。 

終 

末 

３ 今日の授業を振り返る。 

 

○今日の授業で，新たに自分が意識し

たものがある生徒の考えを全体に

発表する。 

○ 評 価 

  安全に留意し，調和のとれた生活が，よりよい生き方につながることについて考えるこ

とができたか。 

日頃から，安全で調和のとれた生活を心がけ

ようと自分で意識していることは，どんなこ

とだろう 

㉝スマホに夢中！        

事故が起きるまでの奈美恵は，スマホの使い

方についてどのように考えていたでしょう 

階段の下に転落した事故の後，奈美恵はスマ

ホの使い方についてどのように考えただろう 

実際にあった事故事例やアンケート調査を見

て，スマホの使い方について考えよう。 

＜道徳教科書Ｐ８２＞ 
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主題名 ＩＤとパスワード        情報モラル（５，６年生）２０分程度 

 

 

  

○ 目 標 

  ・パスワードが他人に知られたときに起こる問題点を知り，きちんと管理する態度を身

に付ける。 

  ・他人のパスワードを知ってしまったときの正しい行動の仕方を身に付ける。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ 身のまわりに，パスワードを使うものにどん

なものがあるかを確認する。 

・タブレット 

・アマゾンとかのサブスク 

○身近にいくつものパスワードがあ

り自分でも使う可能性が高く，自分

事として考えられるようにする。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

・他人にＩＤとパスワードを教えたこと。 

・すぐにＢ君に確認を取らなかったこと。 

 

 

 

 

・他人には教えない。 

・ときどき，パスワードを変える。 

・おかしいと思ったら，すぐに管理会社に連絡す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○自分のＩＤとパスワードを知られ

ることと，その逆の立場の両面から

考えさせる。 

終 

 

末 

３ 先生の話を聞く。 

 

○悪意をもった人に，知られると莫大

な被害を受けうことがあったり，人

間関係も崩れてしまうことがある

ことを理解し，そうならないことが

大切であることを押さえる。 

○ 評 価 

  パスワードの重要性について理解し，正しい管理の仕方を知るとともに，他人のパスワ

ードを知ったときの適切な行動について理解することができたか。 

㉞友だちだもん，貸していいかな 

Ａ君のいけなかったことはなんでしょうか 

ＩＤとパスワードを扱うには，どんなことに

気をつければいいと思いますか 
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「友だちだもん，貸していいかな」 

 

最近，いくつかのネットゲームをやってい

るＡ君。昨日パソコンを買った友だちのＢ君

に，面白いＸゲームの話をすると，Ｂ君は， 

「いいね。僕もやってみたいなあ。」 

と興味しんしんでした。 

「じゃあ，一週間だけそのＸゲームをやっ

てみなよ。僕のＩＤとパスワードを貸して

あげる。」 

といい，Ｂ君にＩＤとパスワードを教えた。 

 1 週間後，久しぶりに，ネットのＸゲームを開き，ＩＤとパスワードを入力し

ました。すると画面には， 

 

 

何度確認して入れ直しても同じメッセージが出るばかりです。Ａ君は，あきらめ

て，別のゲームをすることにしました。 

 1 ヶ月後，Ａ君の家に，Ｘゲームの会社から封筒が届きました。その中には，

3 万円もの請求書が入っていました。Ａ君のＩＤでゲームをしている人が課金

をして，いろいろなアイテムを買ったようです。びっくりしたＡ君は，Ｂ君にＩ

Ｄとパスワードを教えたことを思い出しました。 

 （勝手にパスワードを変え，人のＩＤでアイテムを買ったのはＢ君？） 

Ａ君は，3 万円ものお金をどうしたらいいか分からず，頭をかかえてしまいまし

た。 

パスワードが違います！ 
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主題名 個人情報の流出          情報モラル（５，６年生）１５分程度 

 

  

 

○ 目 標 

  ・個人情報が他人に知られてしまうことは，犯罪行為を誘発したり，人に対して悪意を

もって接触しようとする人がいたりすることを知り，適切に管理する意識を高める。 

○ 学習過程 

 学習活動・主な発問と予想される児童の発言 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまでに，自分の持ち物でなくしたり落と

したりしたことがあるかを確認する。 

・財布を落としたことがあるよ。 

・ハンカチをよく落とすよ。 

○児童の現状を確認することや，自分

事として考えられるようにする。 

展 

 

 

開 

２ 教材を読んで話し合う。 

 

 

 

・友だちの個人情報を他人に知られた。 

・自分のインスタをのっとられた。 

 

 

 

 

・なくしたことが分かったとき，すぐにお母さん

に言うべきだよ。 

 

 

○補助発問として，資料にない危険性

もあげさせるのもよい。 

 

 

 

 

○こうした対応は，早ければ早いほど

いいことを押さえる。 

終 

 

末 

３ 先生の話を聞く。 

 

○スマホにはロックをかけるなど，個

人情報が漏れない工夫があること

など，安全に管理することが大切で

あることを押さえる。 

○ 評 価 

  個人情報が不用意に流出することは，様々な危険性があることを理解し，適切に個人情

報を管理する必要があることを意識することができたか。 

㉟なくしたスマホから 

スマホをなくしたことを知ったＡさんは，ど

うすればよかったのでしょう 

スマホをなくしたことで，Ａさんにどんな問

題が起こったのでしょう 
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「なくしたスマホから」 

 

Ａさんは，Ｙ小学校に通う 6 年生です。Ａさんは，5 年生の誕生日にスマホ

を買ってもらいました。ＢさんとＣさんという仲のよい友だちが二人いて，いつ

も三人で遊んでいます。今日は，三人で駅前のショッピングモールに買い物がて

ら遊びにいきました。いろいろなお店をのぞいたり，ジュースを買ってベンチで

飲みながらおしゃべりしたり，楽しい時間を過ごし，夕方には帰宅しました。 

夕ご飯を食べ，宿題も終えたＡさんは，ＢさんたちとＬＩＮＥをしようとスマ

ホを使おうとしました。しかし，ポケットやカバンの中を探してもスマホがあり

ません。 

（えっ！？スマホどこにやったんだろう。なくした？やばい！） 

絶対になくさないように，お母さんたちから強く言われていたのです。 

 （とりあえず，明日学校でＢさんとＣさんに聞いてみよう。それでもわからな

かったら，お母さんたちに言うしかないなあ。） 

次の日，学校に行くすぐに二人に聞きましたが，二人とも知らないようです。 

 （しょうがない。だまっていてもどうにもならない，あやまって，すぐにスマ

ホの会社に連絡しないと・・・。） 

その日の夜，Ａさんは，お母さんたちに

正直に言い，しかられました。 

 しばらくして，Ｂさんが， 

 「最近，変なメールがくるんだよね。

知らない人から，返事くださいとか，

遊ぼうよとか・・・。なんか怖いよね。」 

 （もしかして，私がスマホなくしたか

ら！？） 

Ａさんは，そんな思いがしましたが，その場では言い出せませんでした。家に帰

り，お母さんのスマホを借りて，久しぶりに自分のインスタを見てみました。す

ると，自分が見たこともない写真がアップされていたり，覚えのない分が書き込

まれていました。 

 （誰かが，私になりすましてる！？） 

Ａさんは，すぐにお母さんに相談して，スマホの会社やインスタの会社に連絡し

て使用を止めてもらいました。 

Ａさんは，スマホをなくすと，自分だけじゃなく，いろいろな人にも迷惑がかか

ってしまうことを知りました。 
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情報モラルリンク集 

 

インターネットを利用する際に，知っておきたい『その時の場面集』 

http://www.iajapan.org/bamen/index.html 

 

情報モラル教育のすすめ（総教セ） 

https://apec.aichi-c.ed.jp/kenkyu/j-moral/students.html 

 

ネット社会の歩き方 

http://www2.japet.or.jp/net-walk/ 

 

オンライン・ベターライフ（日本教育情報化振興会） 

http://www2.japet.or.jp/betterlife/ 

 

文科省情報モラル YouTube 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416322.htm 

 

どうぶつの町でトラブルがおきた！ 

https://i-roi.jp/doubutsu/ 

 

上手にネットと付き合おう！（総務省） 

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/ 

 

 

 

 

参考資料 

文部科学省「私たちの道徳」・「情報モラル教育の充実」 

「内閣サイバーセキュリティセンター」 

開隆堂出版株式会社「技術家庭学習指導書実践編」 

光村図書出版株式会社「小学校道徳学習指導書朱書編」 

Twitter/Nanahoshi1222 

とうきょうの地域教育 No.137 
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